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•

兹
で
い
ふ
シ
ュ
メ
ル
，時
代
と
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
南
部
地
方
に
於
け
る
西
紀
前
四
0
〇
0

|

1

|〇
0

0年
間
に
渉
名
シ
'ュ
.メ
ル
人
：
 

の
.

m

朝
建
設
時
代
を
指
し
、
其
以
後
即
ち
西
紀
前
.ニ
〇
〇
〇
年
か
ら
は
、v

ヒ
ロ
ン
王
朝
(0
-
樹
立
：と
な
り
、
次
で
ア
ッ
シ
リ
ア
文
化
の 

威

隆

<>
:と
續
い
て
ゐ
る
。 

、

,
:
«
紀
前
四
〇
〇
〇
年
と
い
へ
ば
、
，現
代
學
界
へ
知
ら
机
て
ゐ
る
限
り
、
最
古
の
文
化
高
揚
の
時
代
で
、
.所
謂
都
市
國
家
の
湖
期
的
成 

立

0
時
で
ぁ
り
、
.世
界
文
化
の
溫
床
、
東
洋
文
化
の
_搖
籃
が
先
づ
玆
で
出
來
上
.つ
.た
の
_

:

.

.

'

然
る
に
、
此
時
代
の
硏
究
が
尙
充
分
で
な
い
た
め
に
、
我
等
.の
現
代
坐
活
に
ま
で
直
接
結
び
付
け
ら
れ
る
來
洋
社
會
の
史
的
發
展
的 

硏
贫
に
對
し
、
其
發
祚
的
寒
礎
が
明
確
に
把
握
出
來
ず
に
ゐ
る
。
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.
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,
.數
年
^

:1
汸
諸
'國
，の
'滿

;#
を
»
靡
ル
炎
^
鄹
沈
ジ
：ア(

的
生
遽
*
式

如

問

題

：は

、
：
實

は

隣

邦

革

命

_支
那
€>
'
:本
體
を
1

し

、
併

せ

.て 

全
欺
洋
人
類
の
具
體
的
進
路
を
發
見
せ
ん
と
す
る
'

1,

つ
の
學
的
連
軌
で
ぁ
つ
そ
、
之
が
全
ア
ジ
ア
の
問
題
と
し
て
も
同
じ
事
だ
が
.、
結 

局
原
始
社
會
へ
•の
史
的
寒
礎
硏
究
の
缺
除
.の
た
め
に
半
途
に
し
て
足
踏
み
を
初
め
、
今
に
北
；ハ
ま
、
と
な
つ
て
ゐ
る
。

資
本
主
義
進
展
に
伴
つ
て
、
過
去
の
集
團
形
態
が
崩
壞
し
*
そ
し
て
其
過
古
の
集
團
形
態
か
ら
ふ
り
落
さ
れ
た
侗
人
的
單
位
が
、
：其

、

シ
ュ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成 

七
.中

(
I'll

ニ
；七
V
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>
ユ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成
 

七
：八

，c
i

 

ニ
ニ
八
.

)

後
新
た
な
る
様
式
の
下
に
新
組
織
さ
れ
る
と
.い
ふ
.の
が
、
共
時
代
の
思
想
的
傾
向
で
あ
つ
た
。 

*

多

；_
七
_
:見
■

I

漏
生
義
時
代

(

の自街：
生

p

過
海
の
止
，

、.る
べ
き
暂
の
社#
主
義
I

共
產
、王
義
が
、
自
由
主_
的
人
民
戰
線
運
動
と_し
て
現
は
れ
る
餘
地
が
生
じ
て
ゐ
る
の
だ
。

我
.が
苽
郝
に
於
て
は
、
資
本
主
義
の
未
完
城
が
新
組
織
の
實
現
を
妨
げ
る
と
考
へ
ら
れ
た
と
共
に
、

；

其
資
本
主
義
0

未
完
成
の
故
の 

秦

戲

冷

迄

：0
_
會
_

擬

馨

態

；
：
へ

翁

び

#

が
て
置
い
:̂
去
い
砝
れ
.る
，
其
舊
き
形
態
表̂

が
、
却
て
、
兹
に
新
ら
じ
き
歩
武
を
盤
へ
て
.其
種
思
想
へ
反
噬
を
試
み
て
ゐ
る

o

 

• 

. 

,

•

“ 

我
が
來
萍
に
於
て
，は
、
資
本

中
：：！

國
家
た
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
血
族
的
結
集
思
想
が
尙
頗
る
强
烈
で
あ
る
0
之
こ
そ
我
震
洋
に
於 

け
る
_

會
御
樂
質
の
重
：要
な
る
袖
面
で.あ
.

^
庇
事
は
;.
'

货
來
P
見
解
で
^

:

へ
，
ば

、
：
資

本

主

：

&

^
完
成
<0
た
め
.で
あ
つ
セ
、
，

主,
 

づ"£
兀
成4

^
:

て
其
結
集
形
態
を
分
散
せ
し
め
終
る
と
見.た
::
0

し

か
.?
>
此
見
解
は
、
資
本
主
義
が
其
行
く
べ
き
道
へ
必
ず
侧
肖
も
振
ら
ず
. 

に
对
く
:%
や
だ
、と
^

ふ
モ
ッ
：ト
，1
の
下
^

で
あ
名
0

艰
し
:̂

然
る
；や
否
や0 

~

.馨
來
、
世
界
の
經
濟
機
顧
が
洳
何
な
：る
か
、
'
そ
：れ
社
令
茲
ザ
觸
れ
墙
名.调
題
'で
龙
ジ 

舊 

き
ア
■ジ
ア
は
如
何
な
る
步
、
を
歩
み
續
け
て
、
今
日
の
我
が
‘現
前
に
橫
は
る
姿
と
な
つ
て
ゐ
る
の
か
と
い
ふ
其
事
の
史
的
迤
滗

g

究
明 

に
か
、
つ
て
ゐ
る
。.郎
ち
之
が
、
全
ア
ジ
：ア
の
將
來
の
大
道
を
照
ら
す
、
犯
し
き
光
り
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
期
待
の

'下
に
だ
0 

六
千
^

前
の
ア
ジ
ア
に
就
い
て0
硏
究
成
果
.は
、
世
界
的
に
見
て
も
今
尙
頗
；る
微
々
た
る
.̂
0

だ
0

原
始
社
會
：の
硏
究
以
來7
ジ
ア 

的
生
產
様
忒
硏
究
の
總
本
家
で
あ
つ
た
ロ
：シ
'ァ
に
於
て
も
、
遂
に
之
に
は

r

指
も
染
め
て
：

q
:

め
い
0

.

■

'.
.■•
■

,
我
國
.に
於
て
、
此
方
面
の
論
客
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
早
川
，ニ
郞
氏
の「

古
代
社
#
史J

が
、
.
い
し
く
も
此
問
題
を
.^
^
て
立
っ
た
。
; 

し
か
も
興
資
料
'の
. 一
^
し
て
：、

過

古

の
#

^

0小
論
文
が
'、
み
0,
.
.隨
服
ぬ
引
用
さ
'れ
：た
0
然
し
そ
れ
は
過
當
広
取
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
.

思
は
れ
る
。
數
な
ら
ぬ
小
論
を
取
上
げ
6>
-
れ
た
襄
は
大
に
多
と
す
る
が
所
論
に
對
し
て
は
不
滿
が
あ
る
。
あ
の
小
論
は
侃
其
緖
に
あ
る 

に
過
ぎ
な
い
も
の
な
の
に
、
此
蜇
大
な
論
決
の
要
素
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
.で
あ
る
。

今
度
の
小
論
も
、
ま
だ
く
資
料
の
不
足
と
册
究
の
未
熟
を
嘆
か
ざ
る
、を
得
な
‘い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
資
料
に
於
て
は
、
そ 

れ
を
外
に
し
て
は
所
論
の
適
確
性
を
充
分
な
ら
し
め
得
な
い
點
も
あ
.る
が
、
時
は
刻
々
に
迆
ん
で
行
..く
、
今
私
は
.出
來
る
だ
け
の
都
を 

し
て
遛
か
な
け
机
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
本
論
題
の
た
め
に
次
.0
如
き
順
序
に
ょ
つ
て
整
理
し
て
置
い
た
。

,- 

:

古
代
»
市

め

：如

何

な

：る
^
の
；が

知_ら
ー
れ
孓
ゐ
た
：か
0
:
.
:
其
等
都
沛
0,

勢
、
，次
に
そ
れ
等
の
都
市
國
家
が
次
の
時
代
へ
移
行
し
た
情
勢
的
變
化
と
い
つ
た
も
の
に
些
か
觸
れ
ん
と
し
た
も
の
ヤ
_あ

る

.°
::

-

.オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
ア
ッ
シ
リ
ア
學
敎
授s. 

L
l
d
o
n
.

氏
が
集
録
し
た
J
§
&
芩
沒
發
掘
の
粘
土
版
文
書
は
”
同
敎
授
の
'
 

考
定
に
據
る
と
大
略
西
紀
前
三
八
〇
〇
苹
の
も
の
と
い
は
れ
る
。
之
を
發
見
し
た
の
は
メ
ソ
ポ
ク
ミ
-ャ
地
方
ユ
ー

フ
ラ
テ
ス

河
畔
•に
あ 

.る

キ

シ

市

遺

跡

の

.東

北

十

七

.哩

.の

.地
點
ヤ

't
>
る
。v 

.
斤
.
：
、 

- 

.

典
遺
跡
及
び
出
土
文
書
はL

a
n
g
d
o
n

敎
授
自
身
の
發
掘
且
つ
硏
究
に
係
り
、
其
文
書
は
.現
在A

s
h
m
o
l
e
a
n

博
物
館
所
藏
と
な
り
、 

其

^
究

成

果

は
 

P
i
c
t
o
g

-Maphic' Inscriptions 

f
r
o
m

 

Jemdii Nasr, 

Excayated b
y

 the 

O
x
f
o
r
d

 a.nd 

Field 

M
u
s
e
u
m

 E
x

 

丨

 

peditio

ポ

1
9
2
8
.

と
し
て
發
表
し
、
其
集
錄
騰
寫
數
西
九
十
四
個
、
岳
等
の
，文
書
が
、
迸
程
ま
と
ま
つ
て
シ
ュ
メ
ル

•

バ
ビ
ロ
ン
I
X

ル 

を
示
し
得
る
點
で
も
恐
ら
く
最
古
.の
も
の
で
、
同
時
に
、
之
を
世
坭
的
に
見
て
-

f
、

學
界
に
提
出
さ
れ
た
中
で
の
嘥
界
最
宙
の
文
献
桀 

錄
と
い
ひ
得
名
で
あ
ら
ぅ
。 

■ 

/ 

;

而
し
て
、
.枭
等
ひ
文
書
を
作
製
し
た
人
種
は
何
も
の
で
耖
つ
た
か
と
い
ふ
4-
ハ
、そ
の
中
に
パ
ビ
ロ
^
時
代
の
圓
筒
形
,#
印

士

同

型

.の 

.f

ゾ
な
メ
.，ル
-.時
代
0
'都
市
構
成' 

七

九

.
(
1
”1 

二
九)



シd 
メ
ル
時
代
の
.都
市
#
成 

• 

.,
八
o
. 

c
r
l 

一一1
0

) 

封
邱
を

«
療
し
た
就
が
あ
'り
、
其
印
歉
に
現
は
れ
て
ゐ
る
人
の
人
種
的
様
姿
が
、
明
に
ア
.ツ
カ
ド
人
で
あ
る
。
然
る
に
、
'其
文

書

全

.
體
 

Q
文
字
及
び|

日
語
は
.シ
：
ュ
メ
ル
系
統
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
萣
等
か
ら
推
斷
す
る
と
、
當
時
此Jemdit N

a
s
r

の
遺
娜
に
は
、
ア
ツ
力 

ド
人
が
居
住
し
、
し
か
も
彼
等
は
南
方
の
シ
ュ
メ
ル
文
化
を
踏
襲
し
て
ゐ
た
と
#
へ
ら
れ
る
。

.

:

庇
シ
. 一
メ
ル
人
と
ア
ツ
カ
ド
人
と
の
關
係
は
、
之
ょ
り
後
、
‘西
紀
前11

七
〇
〇
年
代
に
、

-7
ツ
カ
ド
人
で
あ
る
ブ
ガ
ド
國
の
國
王
が
、 

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
に
於
け
る
南
北
兩
地
方
を
統
一
し

、

典
國
號
を「

シ
ュ
メ
ル
•ア
ツ
カ
ド
の
國」

と
稱
し
た
典
稱
號
の
菽
礎
と
な
つ
た
も 

の
で
、
即
ち
ユ
ー
フ
ラ
テ

ス
舸
、
チ
グ
リ
ス
河
の
河
口
地
帶
rc
ゐ
た
の
が
シ
：
メ
ル
人
、
河
の
中
流
地
帶
に
ゐ
た
の
が
ア
ツ
カ
ド
人
で 

あ
つ
た
パ
彼
等
は
元
來
其
人
種
系
統
を
異
に
し
、
骨
格
、|E

語
等
は
瞭
然
と
判
別
し
得

.る
程
相
異
し
て
ゐ
た
が
、
北
ハ一

方
に
於
て
彼
等 

へ

の

文

化

が

餘

程

迸

齡

か

ら

相

某

に

巖

響

ガ

免

爱

ゐ

た

瀋

も

亦

'

か
、
る
現
象
は
所
謂「

シ
ュ
メ
ル
•ア
ツ
.カ
ド
國」

と
稱
し
たb

ガ
ド
時
代
か
ら
一
千
ネ
も
氧
る
、
煦
紀
前
三
八

0
0帮
代
の
ニ
|
绎 

N
a
s
r

時
代
に
旣
に
#
在
し

^
譯
だ
。
し
か
も
、
北
ハ
起
源
は
、
尙
そ
れ
ょ
り
更
に
遡
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
察
は
推
宛
に
歡
く
な

5
0
:

■ 

, 

. 

U
.
.
.

 

. 

■

我
々
は
此Jemdit ,Nasr

文
書
に
ょ
つ
て
、
‘當
時
の
原
始
的
都
市

.の
狀
態
を
朧
ろ
氣
な
が
ら
も
知
：る

.«
が
出
來
る
0
.と
い
ふ
0
;は
、 

其
中
に
_ 

ep.
-
k
i
神
、
-

babbar

神
、enllil

神
.

Q
名
が
見
え
て
ゐ
る
事
で
、
由
來
シ
ュ
广
ル
及
び
バ
ビ
ロ
ン
地
方

>̂
古
代
諸
都
市
で
は
、
 

其
各
々

‘

Q

邵
市
に
獨
特
の
.主
神
と
も
い
ふ
べ
き
神
々
が
あ
つ
て
、
此
信
仰

t
中
心
と
し
都
市
が
統
一
さ
れ
て
ゐ
た

。
‘
 

’

上
記
の
中
、

神
は「

土
地
.の
主」

又
は「

國
土
の
主」

と
い
ふ
意
味
だ
が
、
之
は「

水

神e-a
」

の
別
稱
で
あ
る

o.:
此
別
，稱
のe

は 

「

家」

、a

は「

水
.：1と
い
ふ
'シ
テ
メ
ル
語
で
あ
り
、
'
2

.と

.は
水
の
‘神
殿
を
意
味
し
、
，此
神
は
シ
ュ
メ
ル
諸
都
市
の
中
、；
«
南
端

0
海
岸 

に
位
置
し
たH

リ
ド
•市
の
.主
神
で
，
此

e
-
a

な
る
神
名
が
、
當
時
尙
未
だ
水
境
で
あ
つ
た
其
都
市
の
實
情
を
自
ら
示
し
て
ゐ
る
0
又
、

そ
れ
をe

n
.
k
i

と
'ぃ
っ
た
の
.ば
、
我
が「

町
.の
神」

叉
(±
;「

國
：の
#」

セ
5
ふ
意
味
で
：、
此
#
通
名
詞
的
表
現

市
の
主
神
S

に
對
す
る
代
表
的
名
辭
ゼ
な
づ
た
譯
だ
々
西
紀
前
1
1
:
ー0
〇
0
年
办
.
7ガ

：
シ

國

王

ギ

る

ゥ

ル

‘
一
一.ナ
王
時
代
の
文
書
に
、 

gi en-Id nun-ki 

と
い
ふ
語
が
あ
•る〈

d
e

:.;sarzec, 

s 

^
0
* 

1
0

〕

.0
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光
り」

と
い
ふ
語
を
.重
ね
た
だ
け
0

名
.で
、
太
陽』

？

固
の
表
現
で
、
此
神
は
シ

J 
>
市
の
主
#
で
あ
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メ
ル
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と
闻
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.で
：：あ
る
か
ち
、
從
つ
て
此
文
書
は
此
神
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此
町
の
關
係
を
示
し
て
ゐ
る
。
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か
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通
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メ
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つ
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敎
授
は
之
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烜
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と
い
つ
た
。
思
ふ
に
此
語
は
防
壁
、
障
壁
の
意
味
で
’、
從
つ
て
此
神
の
名
も一

の
禁
止
的
、
ダ
ブ
ー
的 

意
味
を
有
す
る
名
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
此
神
を
風
雨
の
表
徴
だ
と
す
る
解
釋
も
あ
る
が
*
そ
れ
は
別
な
立
場
か
ら
の
m
解
で
あ
る
o

•
 

此
神
肋
一
一
ッ
ブ
ル
市
の
主
神
で
あ
つ
た
が
，
然
し
シ
ュ
メ
ル
時
代
を
通
じ
、
各
都
市
主
神
‘の
上
位
に
あ
.ひ
。
神
々
の
玉
と
し
て
メ
ソ
ポ 

タ
ミ
ャ
佥
地
方
の
宗
连
權
を
有
み
地
上
办
帝
苯
の
銳
治
權
ま
で
が
此
神
，の
啓
示
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ク
た
程
の
權
威
を
有
し 

た
。
從
つ
て
、
此
神
と
キ
ッ
ブ
ル
市
に
關
す
る
記
錄
は
無
數
で
あ
る
か
ら
敢
へ
て
舉
げ
名
ま
：で
：̂

い̂
で
あ
ち
う0
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書
ぼ
上
記
の
神
名
の
：記
錄
が
存
在
す
る
事
か
ら
推
斷
レ
て
、
當
晓
是等

：：

の
派
々
を
中
心
と
-U
て
銃
一
さ
れ
て
ゐ
た 

都
市
は
勿
論
3
其

外

：に
.？
)
;此
種
の
都
市
が
存
往
.し
：、
.そ
れ
等
备
都
市
相
互
間
に
相
交
.通
は
て
：ゐ
た
事
が
判
る
。
麵
で
は
實
際
の
文
書
か 

ら
、
西
紀
前
三
八
：〇
〇
年
仿
頃
に
存
在
し
た
都
市
の
名
を
擧
げ
た
の
だ
が
、へ
1
に
之
.と
.對
比
す
べ
く
、
其
シ
ー
メ
ガ
時
代
か
ら
旣
に
亦 

在
^
餘
世
記
的
举
代
記
^
傅
承
を
.次
に
持
出
し
て
':'
'
其
中
に
現
は
れ
：て
ゐ
：る
古
代
都
市
の
着
に
就
て
檢
竅
し
て
見
ょ
う
。
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パ
此
年
代
記
的
傳
承
は
杏
代
'シ
A
义
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.の
歷
史
的
年
代
學
の
：史
料
：と
し
.て
も
亦
非
常
に
重
要
な
も
の
^
が
る
。
而

し
て
、
一玆
に
引
用
す 

る
年
代
記
は一

一
種
類
で
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'
:何
れ
も
.二
ッ
ブ
.ル
市
の
.エ
ン
•
リ
.ル
神
殿
遺
跡
か
ら
發
見
し
た
も
の
だ
。
此
ラ
そ 

る
も
の
、
中
、

一
方
は
現
注
。

r

ン
.シ
ル
ヴ
ブ
一
一
ァ
大
學
博
物
館
の
所
^
品
で
、
廣
さ
七
吋
X
八
时
、
厚
さ
.
.一
吋
位
の
，土
版
文
書
で
あ
る
。 

土
版
取
物
が
數
個
0
碎
片
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破
瓖
さ
れ
て
ゐ
た
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を
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學
敎
授.A
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b
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士
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三
、
四
と
し
て
發
表
し
た
り
し
か
も
此
土
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に
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だ
大
き
な
紙
損
部
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の
發
見
が
出
來
な
か
っ
た
の
を
、
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o
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博
士
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多
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の
土
版
文
書
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中
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、
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破
片
殘
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發
見
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九
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叢
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笫
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亦
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通
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市
^
ら
發
見
し
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の
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が
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潜
の
平
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土
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全
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榇
式
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八
角
形
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で
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八
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1
の
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:
K
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細
か
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¥
代
記
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女
萆
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書
き
込
/1
/
だ
も
の
で
あ
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。
.此
八
角
形
筒
と
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式
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ク
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枕
れ
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で
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あ
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あ
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ド
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發
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あ
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事
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年
代
記
と
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L
a
n
g
d
o
n

敎
授
の
年
代
記
と
を
比
較
す
る
と
、.其
內
容
は 

兩
者
殆
ん
ど
_

’
1令
あ
つ
で
1

:文

::
«
ま
で
も
共
通
し
て
.ゐ
る
，の
だ
か
ら
、
其
兩
年
代
記
の
作
製
は
、
何
れ
も
.词

ニ

な

，原

資
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.に
據
っ
て 

爲
さ
れ
た
も
©
;で
：あ
る
.事
が
判
明
以
、
特
に
重
.要

な

點

ば
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兩
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代

記
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文
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年
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記
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於
け
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兩
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e
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メ
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西
紀
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—
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五
0

¥
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十
瓦
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王
即
ち
第
十
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ク
•
ィ
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シ
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本
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と
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、
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末
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終
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は
大
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元
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部
と
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。
然
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に
之
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whl-magir 

，

シ
シ
•
-
マ
ギ
ル 

•

‘

.
m
u

 

ll 

ni-ag 

:

一
 

一

‘年
銃
治
す 

13 Ixigal 

ニ
ニ 
王 

l
-
b
i
2
1
3

 

. 

.

其
¥
代
1、ニ
三 

q
art
-Nu

i
;

丨

s
n
s
h
u
b
u
r

 

ヌ
ル
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二
ン
シ
ュ
ブ
ル

D
手
寫

と
あ
り
、
.後
容
の
シ
ン

.
•マ
ギ
ル
王
が
前
者
の
ダ
ミ
ク
•
ィ
リ
シ
ン
の
父
.王
で
あ
る
事
は
前
別
原
文
の
通
り
で
あ
っ
て(

後
^
の
文
中
、 

十
三
王
と
あ
る
の
をL

a
n

crq
d
o
n

敎
授
は
十
四
王
と
訂
正
し
た
が
、
.玆
で
は
原
文
の
.輝
に
し
て
置
い
た)

之
に
ょ
る
ど

L

I
P-
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ロ

敎 

授
の
方
の
年
代
記
は
父
王
の
代
に
書
き
上
げ
ら
れ
、p

o
e
b
l
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敎

授
Legjrain

博
士
の
も
の
‘は
、
同
じ
資
料
に
ょ
っ
て
は
居
る
が
、
そ
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れ
ょ
り
遲
く
次
の
子
の
代
に
作
製
さ
れ
、
し
か
も
父
の
华
代
記
の
後
に
'
自
分
の
代
ま
で
の
年
代
を
書
き
加
へ
て
あ
る
譯
だ
。
だ
か
ら 

雨
方
の
記
載
年
代
が
、

一
方
は
イ
シ
ン
王
朝
第
一
年
か
ら
ニ
一 

三
平
目
と
な
り
、
他
方
は
ニ
ニ
：/1
:年
目
と
な
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、
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っ
て
兩
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の
作
製
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代
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ど
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：
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:
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の

*

料

が

存

在

し

た

事

が

推

定

さ

れ

る

.。

：

ぐ

:,

.

.

. 

• 

' 

. 

> 

_ 

.

' 

一

ン

：

.

:

i
こ
：ろ
：で
、
此
苹
代
記
0
最
初
の
部
分
を
見
る
と
;-
'
:其
：
悉

く

；が

鄭

世

記

的

神

：話

^

^
«>
1?
;.
;'開
國
當
初
忙

 ̂

其
大 

洪
水
を
境
忐
し
て
大
體
其
性
質
黑}

つ
：
：に

分

け

：る

事

が

出

來

る

。

-'
'
-
:
即
^

<洪
水
以
前
<2
>
權
代
訏
箅
は
* : 
丁
度
矿
本
の
#
代
私
對
す
る
僞 

:*
.;
*
舊
事
記
-.
0
如
.く
荒
康
無
：稽
な
天
文
學
的
年
代
'を
附
し
弋
ゐ
る
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い
'つ
た
宿
様
で
、
し
か
も
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t

丧
い
年
月
の
間
を
八
人
の
帝
王
で
統
治
し
た
事
に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、

一
人
平
均
三
萬
年
虫
き
て 

ゐ
た
事
に
な
る
。
し

か

も
-li
t
時
に
起
き
.た
大
洪
水
と
い
ふ
.の
は
、
別
に
大
洪
水
^
®:
と
い
ふ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
舊
約
聖
書
創
世
記 

の
ノ
ア
の
.大
洪
水
.の
始
原
的
傅
承
で
あ
つ
て
、
佌
大
洪
水
に
ょ
り
で
具
人
類
が
絕
減
し
、
次
.に
新
ら
し
い
人
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_
が
出
現
す
る
と
い
ふ
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だ

か

ら

、
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洪
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も
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史
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な
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0
徂
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述
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五
都
市
は
、
別
傳
.の
大
洪
水
傳
說
の
都
市
と
合
致
し
、
何
れ
も
古
都
市
の
建
設
時
代
の
記
憶
を
迪
つ
て
ゐ
る
も
の
と
.思
は
れ
る
0
:
.
.
 

.

.

.

.
，
次
に
、
大
洪
水
以
後
に
出
來
.た
と
.い
‘ふ
の
は
キ
シ
市
，と
ウ
.ル
ク
.市
の
順
序
と
な
つ
て
.ゐ
る
-0
.然
し

此

兩

巿

に

興

き

.た

王

朝

も

尙

傅

說 

的
性
質
を
離
れ
ず
、
キ
ジ
市
の
王
朝
は
一
一
十
三
代
で
ニ
四
五
一
〇
年
三
月
三
日
半
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、

一
代
約一

ー
千
年
に
當
り
:>
次

'
 

の
ウ
ル
ク
市
の
^
朝
も
，
士

一

代
で
二
三
-一
0
年
と
い
ふ
の
.だ
か
ら
、
.
1代
約
二
百
年
に
當
，る
。

•
、.■
'

,
然
る
‘に
フ
此
以
後
、
即
ち
次
の
ウ
ル
市
に
興
つ
た
ウ
ル
王
朝
か
ら
は
、
そ
れ
造
と
は
全
然
異
つ
て
、
確
然
な
る
歷
史
的
事
實
と
し
て 

:現
は
れ
て
.ゐ
る
o
. 

•

:

:ウ
ル
；王
朝
の
年
数
は
四
代
で
ー
七
七
¥
と
な
つ
て
全
く
人
間
の
壽
命
ら
し
く
な
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
よ
り
、
よ
り
重
要
な
事
は
、
最

.
 

:
近
，1

九
：

1 ,

九
年
並
に
一
九
ニ
ニ
年
以
後
に
於
て
、
此
ウ
ル
市
の
王
城
の
遺
跡
を
發
掘
し
て
、
此
年
代
記
に
記
戦
さ
れ
て
ゐ
ろ
通
り
の 

;'
王
の
名
を
刻
し
た
遺
物
や
、
其
：土
の
子
が
建
て
た
と
い
ふ
填
墓
や
神
殿
な
^
を
發
見
し
た
の
で
、
今
迄
此
王
朝
の
年
代
記
に
關
し
て
も 

•
::'
;矢
張
神
話
視
し
て
，ゐ
た
の
が
、
俄
然
、
之
が
歷
史
時
代
の
實
柱
的
人
物
：の
名
で
.あ
つ
•た
事
が
證
明
さ
れ
、
其
結
果
、
典
發
掘
遺
跡
並
に 

,:
.:
年

-:
«
記

等

'-
:$
:併
せ
硏
究
し
た
結
果
、
此
王
f

大
體
西
紀
前
三一

一
〇
〇
华
頃
と
考
定
し
た
。
而
し
て
平
代
記
に
あ
る
ウ
ル
王
朝
を
第
一 

:
王
朝
と
呼
ん
で
次
の
王
朝
士
，區
別
し
て
ゐ
る
。

.

'
 

’

タ
：ル
'市
以
後
か
ら
、
.實
際
の
遺
跡
に
現
は
れ
た
考
十
：

：

擧
的
' 
歷
史
學
的
事
實
士
交
渉
が
、牛
;1
5
.て
來
た
が
1
然
ふ
ば
，
此
推
定
年
代
で
：
.
.

 

あ

る

西

紀

前

三

一
:
-〇
〇
苹
よ
り
以
前
に
都
市
的
糨
.成
が
無
か
.つ
た
&.
ど
>
い
ふ
迂
遠
.な
疑
|
1
:
は
.勿
論
發
せ
.ら
.る
ベ
‘き
で
な
い
O
.
Wと
.な

,

，一
.
れ
ば
，
此
ウ
ル
市
の
第一

王
朝
時
代
と
雌
も
、
旣
に
非
常
な
高
度
の
文
化
に
到
達
し
て
ゐ
た
.事
が
其
遺
跡
か
ら
證
明
出
來
る
の
.み
な
ら 

:

そ
れ
よ
り
以
前
、
此
メ
.ソ
ボ
タ
ミ
ヤ
备
地
方
に
は
幾
多
の
都
市
が
存
在
し
.た
の
は
勿
論
'
只
そ
れ
が
、
尔
代
記
の
記
載
と
具
體
的 

.

#
合
致
が
な
ぃ
と
ぃ
ふ
丈
で
、
現
に
骤
に
も
擧
げ
た
通
りJ

e
m
d
i
t

 N
a
s
r

の
遺
跡
な
ど
が
、
西
紀
前
三
八
〇
〇
年
代
と
考
定
さ
ft
:て
■ゐ

る
位
だ
か
ら
、
‘そ
れ
だ
け
で
も
、
ゥ
ル
市
以
外
の
古
代
郡
市
の
存
在
に
就
て
赞
言
を
要
し
•な
い
。

' 

.

.
只

年

代

記

に

擧

げ

て

あ

：
る

都

市

：は

、
：
：
最

：

^

番
;:
:

<
建

設

；さ

れ

_

地

續

:0
:
傅

潘

_

顧
 

に
引
用
ん
た
—

だ
#
、「

し
か
も

41
L

界
の 

多
》

( D

擧
漭
も
亦
、
平
く
茲
に
着
服
す
る
と
こ
ろ
が
あ
，つ
て
、
是
等
の
名
ど
關
係
が
.あ
る
と
思
は
れ
る
地
點
を
旣
に
一
々
發
掘
調
廣
し

，.て
あ
る
の
だ
。 

; 

」
‘

.

.

V

.

.

，四
：

.

..
'

V

そ
れ
で
、
ツ
十
メ
ル
•
バ
ビ
口
ン
地
方
の
開
國
平
代
記
と
し
て
は
、
尙
他
に
あ
り
、
之
も
矢
張Weld-Bi：undell Collection
中
で

• 

第
六
ニ
號
と
雅
號
の
附
い
て
ゐ
る
も
の
は
、
前
に
擧
げ
た
年
代
.記
と
大
體
同
じ
だ
が
、
只
其
創
世
第
1
都
市
が
、
.；猶
0
も
の
で
は
’エ
リ 

ド
市」

と
な
づ
て
ゐ
る
の
に
對

-L
，
六一

ー
號
年
代
記
は
、
第1

都

市Habur,

第
二
都
市E

n
a
s
a

.H
と
な
.つ
て
ゐ
る
？

-#
此
外
に
、遙
か 

:

电
代
が
後
れ
て
、
へ
西
紀
猶
1六
一
ー
ニ
四
六
の
頃
の
人
で

/v
パ
ピ
口
ン
，市
の
ベ
ル
神
の
僧
侶
；

Berol:

に
ょ
つ
て
ギ
リ
ジ
ヤ
に
傳
へ
ら 

れ
た
年
代
衮
に
ば
^
第
ー
都
市
が
泛
げ
菩
ロ
と
な
つ
て
ゐ
る
。
.
各
年
代
記
の
、
か
ぅ
い
ふ
相
違
は
、
ぞ
.の
年
代
表
の
資
料
と
な
つ
た
原 

の
傳
承
が
各
々
觀
徑
路
を
異
.に
し
た
.か
ら
で
、
.南
方
の
シ
ュ
メ
ル
人
の
間
.に
傅
へ
ら
れ
た
年
代
記

^
工
リ
ド
を
：第

一

響

と

し

、(
W
-

 

B. 

6
2
‘
年
代
記
0
第

|
:都
市H

曹

r 

.は
原
字
.は

H
a
.
a

と
書
き
、
水
中
.の
魚
と
い
ふ
意
味
で
、
や
ぼ
り
-
リ
ド
市
の
事
で
あ
る)

而
し 

:

て
バ
ビ
ロ
ン
を
第

一

㈱
市
と
す
を
も
の
は
，
前
者
に
比
し
後
代
の
も
の
で
、
バ
ビ

la
ン
系
統
の
俾
承
か
ら
相
た
か
ら
^
其
第
ー
都
市
を 

自
己
'の
市
に
持
：つ
て
來
た
と
認
め
ら
れ
る
。

/

さV
、
.

是

#:
.
-0.年
代
&
的
.傅
_
の
：出
所
は
何
れ
と
し
て
も
、
是
等
並
に
其
他
の
資
料
に
據
っ
て
、
古
く
知
ら
れ
て
ゐ
た
都
市
に
し
て 

本
論
に
關
係
あ
.る
も
の
を
擧
げ
、
先
づ
そ
れ
を
シ
ュ
メ
ル
人
と
ア
ッ
カ
ド
人
の
都
市
に
分
け
て
見
る
。

4
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.
--I 

'

イ

ビ

W

ン

市

(

セ
ム
族)

.
シ

ッ

パ

ル

市

/
此
都
市
の
齙
列
は
*,
>
河
.ロ
地

帶

か

ら

：順
次
；中

流

^;
:
で
遡
る
順
序
と
な
つ
て
ゐ
る<

:

と
い
ふ
名
：が
’あ
る
が
、
'之
：は「

銅

3:
人
の
城
壁」

；と
い
ふ
意
味
で
.、L

a
n
u
o
n

敎
授
は
、
之

をBad.tibira

と
セ
.ム
語
8
に
讀
ん
で
ゐ 

る
が

-'
此；tibira 

.は
金

エ

の

：事_
同

意

で

ぁ

：る0
:
:
*
市
は
、P

o
l

敎
授
の
大
洪
水
傅
»
の
方
で
、
'第
|
都
市
0

エ
リ
ド
市
の
次
に 

笫
ニ
和
市
と
し
て
記
さ
れ
るBad-nagar-dilki

に
當
る
^
の
と
思
は
れ
る
が
、
然
し
同
敎
授
は
比
都
市
の
听
在
を
不
明
だ
と
い
つ
て

尚
此
中
、
シ
ュ
■メ
ル
都
市
の
中Bad-urdu-I}a

oqar

ゐ
る
。(

p
e
o
b
!
e
.

前
引
叢
書 v

o
l
.
V
.

 

43

:
.
.
然
し
、
西
紀
前
ー
ニ
〇
0
年
代
の

1
3
;
2
國
の
王
.
55-
-
0:
3*
-
1
1
|
の
文
鼙
.

(

<
:
:
|
>
.)

に 

Kalam-e-ag-ag-de 

W
a
^
.
p5
3
d
u
.
n
a

»q
a
r ki 

.,■;
r
‘ 

I

と
い
.ふ
記
^
が
あ
り
、
之
は

‘

B
a
d

 d
u
j
g
u
r
g
u
r
r
i

と
_
さ
’れ(

？
€
6妄
，v

o
l
.
V
-
1
2
2
’

P
0此
所
で
.は
、
要
塞
即
ちB

a
d

の
名
と
し 

て
'記
さ
れ
て
ゐ
'る
。
王
は
此
耍
塞
，を
太
陽
神
タ
ム
ム
ズ
神
.の
都
市
に
築
い
た
も
の
で
あ
る
。.
而
し
て
タ
ム
ム
ズ
神
に
就
て
は
後
に
い
ふ 

が
、
年
代
記
に
據
れ
ば
、
此
神
はH

a
-
a

市
の
生
れ
で
、
此
名
も
亦H

リ
ド
市
の
事
で
あ
る
。
：
 

-
 

へ

又

：：？&
^
'
:
0
前

：引

叢

書

第

五

：册
0
第

：.一
:
;
五

妇
 

.

■が
.■ 其

*
!

に
..：
.
：
.

■

.

Bad*urudu.

tJa

»9ar-Id e.niani k
p
l
a
m
m
a
,

: 

:

と
.記
し
.た
'
.1
.
.
'

行
.の
^
事
./6
'
:あ
.り
.
.之
は「

世
界
.の
..
！

1

.ン
；
ー1.女
制
.の
'制
殿
の
^
.る
銅
エ
人
の
城
壁
都
||
]」

と
^
さ
る
.べ
く
、
而
し
て
二 

'ン
-

•

女

神

：と
は
：月

神
.の
配
遇
神
で
ラ
ガ
シ
：市
に
祀
ら
れ
て
ゐ
た
。

.
何
れ
に
し
て
.も
來
南
方
ひ
諸
都
市
な
る
._エ
リ
ド
市
、
ラ
ガ
シ
.市
-
一
ス
ル
サ
市
は
皆
早
く
銅
器
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
發
掘
の
結
#
か

.
:

ぺ 

ら
い
つ
て
も
ラ
ガ
.シ
市
近
傍
の
テ
.ロ
-や
ゥ
ル
.市
.の
遗
蹐
か
ら
も
銅
器
の
遗
物
が
澤
山
出
て
ゐ
る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ャ
地
方
で
.は
銅
は
.輸
入
.

に
待
ち
、
ァ
ガ
.ド
僻
代
に
は
ス
サ
.か
ら
輸
入
し
た
と
王
.の
文
書
に
記
錄
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
多
く
は
.地
中
海
の
キ
プ
ロ
ス
、
'
シ
ナ
ィ
半
島 

マ
ガ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
、，
シ
ュ
メ
ル
4
都
市
は
.典
製
作
が
餘
程
迆
步
し
て
ゐ
た
事
が
證
明
せ
.ら
れ
て
ゐ
る
0
此
點
か
ら
.い
つ
て
も
、
.前 

に
擧
げ
た
銅
エ
の
城
浩
た
.る
.wa

d
'
u
r
u
d
u
.
E
a
g
a
r

は
南
方
、ン
ュ
メ
ル
の
1
.郡
市
で
あ
_つ
.た
事
は
確
か
と
い
つ
て
良
し
か
ら
ぅ
か
と
思
’

ふ
。
 

, 

•

一

- 

,

•
シ
ユ
メ
.ル：時
代
.の
.都
市

構

成

‘ 

.

.
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シ
ュ
メ
ル
-時
代
の
.都

市

構

成

、
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九
o 

c

r

E

O

〕

. 

.

f
シ
市
に
於
け
る
發
掘
は
、
二
九I

三
年
來
オ
ク
ス
フ
ォ
V
ド
大
學
ウh

ル
ド
博
物
館
及
び
フ1

1
ル
r
自
狄
1

博
做
館
共
呼
の
卞 

に
繼
續
發
掘
し
て
居
り
、
又
ウ
ル
市
及
び
同
市
遺
®
を
距
る
叫
哩
れ
ア
ル
•
ウ
ベ
ー
ド
.に
於

て

も

、

•
一

 

九
一
九
年
に
大
英
博
物
g
(D
取 

1
ル

氏

が

發

掘

し

‘
‘，

一
九
一

一 
ニ
年
以
來
は
大
英
博
物
館
が
來
國
ぺ
‘ン
シ
‘ル
ヴ
ァ
一
一
ァ
大
學
f

僻
と
共
同
で
發
掘
U
て
ゐ
る
。

,

幾
度
も
い
つ
た
通
り
、
キ
シ
市
，は
兩
河
地
方
の
西
北
方
即
ち
中
流
地
帶
で
、
ア
.ッ
カ
ド
人
，の
勢
力
圏
を
一
：小
し
、
そ
れ
に
反
，し
て
ウ
ル 

市
は
、
來
南
方
.
0河
ロ
近
く
に
あ
っ
て
、
.シ
ュ
メ
ル
人
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
が
、
此
事
.は
肌
と
し
で
、此
兩
都
市
遗
跋
の
發
掘
の
結
果
、
 

西
紀
.前
！1
1〇
〇

〇

年

か.ら
逾
か
に
跳
っ
た
带
時
に
於
い
て
、
大
き
'な
洪
水
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
そ
れ
以
前
の
文
化
はI

時
殆
ん
ど
絕
滅 

，に
歸
し
た
形
迹
が
显
ぇ
る
。 

'

特
に
ウ
ル
市
の
如
き
は
、
そ
の
大
洪
水
以
前
の
土
脐
か
ら
、
シ
ュ
メ
ル
人
以
前
の
先
估
密
0

器̂
文
化
の
迹
を
兇
る
_
が
出
來
、
彼 

等
は
其
所
で
原
始
的
な
が
ら
農
業
*
牧
畜
、
漁
業
を
行
ひ
、
北
ハ
末
期
顷
に
シ
ュ
メ
ル
人
が
混
入
し
た
痕
跳
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
其
後 

に
な
っ
て
大
洪
水
の
襲
來
に
遡
遇
し
、
そ

れ

等

：の
文
化
が
.
一

時

壊

滅

に

歸

(u
て
.し
ま
っ
た
。
し
か
も
大
洪
水
の
迹
を
示
す
と
こ
ろ
の
押 

流
さ
れ
て
來
て
堆
锁
し
た
泥
土
は
、一

闹
に
，九
呎
か
‘ら
.の
厚
さ
を
示
し
ヽ
如
何
に
其
當
時
の
洪
水
が
長
期
且
•っ
激
烈
で
あ
つ
た
か
を
想 

像
せ
し
む
る
。 

' 

. 

い

• 

■ 

■ 

'

此
大
洪
水
は
、
前
に
い
っ
た
年
代
記
の
大
洪
水
の
記
載
と
は
、
'元
‘ょ
り
直
接
に
結
付
け
て
考
人
.る
必

要

は

な

，
い
。

只

か

う

い

ふ

災

害 

が
度
々
起
っ
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
.あ
、
い
ふ
.や
う
な
神
話
や
傅
說
の
出
来
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
.事
が
充
分
理
解
さ
れ
る
0
從
っ
て
、
年

'
 

代
記
に
あ
^
や
々
にV

大
洪
水
'に
ょ
っ
，て
.其
前
の
.歷
史
.が
一
時
湮
滅
し
、
住
席
が
，父
新
に
作
ら
れ
る
とS

ふ
や
う
な
事
も
、
原
始
的
な 

村
济
形
態
で
は
恐
ら
く
あ
り
得
た
'で
あ
ら
う
。
年
代
記
•に
於
け
る
洪
水
以
前
の
都
市
や
王
朝
が
、
悉
く
神
話
化
‘さ
れ
て
ゐ
る
理
由
の
.

1

觸
も
亦
推
察
财
來
る。

- 

■

,

大
洪
水
以
後
の
都
市
と
王
.朝
が
、
キ

シ

市
、
：
タ
ル
ク
市
、
ゥ
ル
市
の
順
序
に

-f
e

つ
て
ゐ
る
が
、
之
も
亦
寧
ろ
半
歷
史
時
代
と
も
い
’ふ 

ベ
き
狀
態
で

、

只
之

を

最

近

の

考
宙
學
的
調
赉
と
對
比
し
て
側
甜
か
•ら
證
明
.し
.得
ベ
’き
.で
.あ
ら
ぅ
が
、
.本

論
に
於
：て
•は
：發
掘
調
裔

の

報 

街
は
目
.时
で
な
く
、
只
そ
れ
等
を
通
し
て
見
た
る
都
市
構
成
の
概
觀
と
其
時
代
の
社
會
的
機
權
へ
‘の
考
察
を
必
要
と
す
る
の
だ
か
ら
*
' 

先

づ

第一

に
、
發
掘
邵
市
に
於
け
る
中
心
勢
カ
衮
と
し
て
の
带
芏
的
記
錄
を
拾
o'
て
、
其
統
治
背
の
原
始
的
性
質
め
究
明
と
其
推
移
と 

を
檢
魏
す
る
，。

• 

.

：
‘

六

シ
ュ
メ
ル
に
於
对
る
帝
王
的
記
錄
の
最
十
U1
の
も
の
は
ゥ
‘ル
王
朝(

西
紀
前
三
ニ
〇
〇
年)

で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
は
、
ゥ
ル
市
の
ア
ル
•
ゥ 

ベ
ー
ド
遺
蹟
か
ら
發
掘
し
た
、

-一.
ン
•
ハ
■ル
•
サ
グ
女
神
の
神
殿
の
建
造
者
が
、
其
神
殿
建
造
を
記
念
す
べ
く
其
礎
石
の
下
に
埋
藏
し
た 

も
の
で
あ
る
。
ォ
料
は
大
理
石
で
、
古
い
時
代
の
特
微
た
る
中
高
の
板
に
&-
っ
て
ゐ
る
上
に
、
文
字
は
、
未
だ
楔
形
文
•字
に
變
化
し
な 

い
原
始
時
代
の
線
書
き
字
體
を
以
て
刻
し
て
あ
る
。
北
ハ
内
容
の
.■音
譯
及
び
日
本
_
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
，

1
:
dingir nin-llur

OT.ag 

Z 
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lugal uri ki 
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d
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cnJega 
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i
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d
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ハ
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女
P
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ウ
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に
し
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メ
ス
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ア
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パ
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ウ
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な
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シ
ュ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成 

九
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(

ニ 

5

5

7 

e.mu-na-du 

神
殿
を
趙
つ 

と
あ
り
、
此
中
'に
ア
ア
ン
ニ 
•ハ
ダ
王
の
父
と
し
て
記
さ
れ
.て
ゐ
るm

e
s
-
a
n
n
i
-
p
a
d
d
a

と
い
ふ
名
は
、
年
代
記
中
に
ウ
ル
王
朝
の
第
一 

王
と
し
て
出
て
ゐ
る
名
と
同
じ
で
あ
る
。
年
代
記
の
其
部
分
を
1|
|
用
す
る
と
、• 

’
 

.

■
col.:m:' 

.

oi
vouri
丨：

ki.na 

ウ
ル
國
に
於
て 

s 

mes-an.ni-pad

丨da

 

:メ
.ス
ア
シ
ニ
バ
*ク
は 

:
. :.::: 4

1
l
u
g
a
l
-
a
m
l

oooni-ag-. 

主
と
し
て
八
0
年
統
治
す
：
、

私 2 

m
e
s
-
M
-
s
—din

oq.ir—nannar 

ノ 

. 

メ
,■
:
;ス
キ
エ
.：ン
聖
ナ
ン
ナ
ル
は
：

:
:
4
3

 

d
u
m
u
:
m
e
s
-
a
n
-
n
i
-
p
a
d
-
d
a

 

:
: 

: 

メ
ス
.ア
ン
：ーー。ハ
タ
の
兒(

に
し
て)

4,4 

lug-al-am 

■
:

: 

主
^
り

'
.
:

私5 

M
u

 

3
6

 

n
i
r
a
cr
q

.

.
 

,
-三
六
年
統
治
す
：

上
記
0
中
、
左
端
に

0
0
1
.

Ill 

3

S

5

A
記
し
た
の
は
、
オ
ク
ス.

フ
ォ
！
ド
大
學
ブ
リ
ズ
ム
；年
代
記
原
本
の
.第
三
面
の
三
九
行
か 

ら
四
五
1打
ま
で
'に
此
文
章
が
.記
ざ
れ
て
ゐ

る

事
を
#
す
も
の
だ
。

而
し
て
此

铝

代

記
中
、
ウ

ル

®

の

0
M

$

 

mes-anni-padda

と
い
.ふ
名
が
、
ー
ウ
ル
市
で
發
掘
さ
れ
た
神
殿
建
設
者
&
る
ア
ァ
ン
一
一
パ
ダ
の
父
の
名
と
等
し
い
。
只
年
代
記
の
方
で
は
ウ
ル
國
の
第
ニ

.
'■
:

'

.
:
'
二
 
-
 

:

:

.V 

. 

:
: 

- 

■ 

■ 

'■
■
'

.

..
 

■
 

■
•
,.

パ
：

'

. 

-
.
:
.
'
.

':
-

.

,

3£
は
，
：此 

m
e
s
M
a
n
n
i
-
p
a
a
d
a

 

王
の
兒：mes-kien-di

b'g
i
r
-
N
a
n
n
a
T

 

と
な
つ
て
ゐ
•る
が
、
實
際
の
發
掘
品
o:
方
で
は 

mes-ann
i.
pa
dda

.王
の
^
:
.

a-.anni.-p.ad4a:,

.と
な
：̂
て
.ゐ
..る
事
が
相
違
ず
.る
:'
°.
\
.
.

粉

.、
；故
：で
特
に
注
意
I
度

い

の

は

、
：
萣

等

：の

遺

物

^
中
に 

一f

と
い
ふ
帝
王
の
稱
號
と
、
?

f
ド
と
い
.ふ
宗
敎
主
.長
者
の
：兩
方

の
稱
铖
を
併
ぜ
有
す
；石
統
治
者
0

#
往
を
、ぺ
證
明
す
.る
遺
物
が
發
見
.さ
れ
た
事
.で
.あ
名
。
*

事

は

,-
-
;
*

r 

.

.

. ノ 

.
パ
-
.
.
.
... 

.

.

.

.

. 

. 

- 

; 

.

.

.
'

••… 

.
,
. 

.

.

.

.

代
の
銃
冶
者
:<
?
:1.
^
の
帝
茧
©
性

質

を

：闕

明

求

石

上
^
童
大
^
る
資
料
と
溆
る
去
い
ふ
趣
由
-^

何
時
か
ら
で
あ
つ
た
が
と
淦
章
さ
れ
^
ゐ
^
ぬ
で
^
る
。
"';
"
'
^
:
.
^

共
遺
物
と
い
ふ
の
は
、
前
に
.記
し
た
ア
ア
ンU

パ
ダ
王
が
建
立
し
た
-一
ン
•
ハ
.ル
サ
ダ
神
殿
の
階
股
最
.下
の
踏
段
の
前
に
あ
つ
た
お 

花
朽
齊
の
碗
の
ふ
ち
の
缺
け
た
も
の
だ
。
そ
れ
に
記
さ
れ
た
句
は
斷
片
で
、

1 

i
u
g
a
T

.

.

. 

.
 

■
 

,

• .2

.

.

.

. 

.
p
p
l
t

n>
l
s
l

3- 

kisli (
？

ン
.

.

.(

W
& 
ぼ

名
0
0与

，

>
r
u
b
a
i
d

00
0

?
K
o\
3

と
三
行
に
記
さ
れ
て
ゐ
る.が
、
何
分
に
も
缺
損
し
て
ゐ
も©
だ
か
ら
辭
句
の
以
下
が
不
明
で
あ
る
。

(

發
掘
黹
號
H
. 

.
0
. 

2
2
0
)

取
に
之
れ
だ
け
で
は
、
殆
ん
ど
眞
.相
を
捕
え
難
い
や
う
だ
が
、
字
體
や
伴
出
物
か
ら
見
で
、
ア
ア
ン
气
ハ
ダ
時
代
と
同
じ
時
：の
も
0 

と
推
淀
出
來
や
う
。
勿
論
之
は
極
め
て
小
さ
な
細
片
で
o
bol
X
.P
0
2
2 

1
1
1

，
あ
り
、.尙
恐
ら
く
之
と
同
じ
も
.の
、
1
部
だ
'ら
う
^
い 

ふ
:̂
の
£
.
0
0
3
3
父

0
,
0
1
1
と
い
ふ
小
片
-が
あ
り
、
そ
れ
に
は

1 

dingir 

en. 
-

-

-- 

• 

.

.
2

 

I
d

.

.

.

.

.

.

と
あ
る(T, 

0
. 

2
19)0 

,

餘
り
細
片
で
狴

か
心
冗
な
い
點
が
な
い
で
は
な
い
が
、
兎
も
角
か
う
し
て
見
る
と
、
我
々
が
新
に
發
見
し
た
シ
ユ
メ
ル
最
古
の
.帝
王 

記

錄

に

、

旣

に

帝

壬

の

稱

號

と

し

て

、

£•
$
»—
•
と
p
g
ls-
.fs
.
な
る
兩
稱
號
を
同
時
に
稱
へ
て
ゐ
た
と
い
ふ
證
跡
を
撞
る
事
が
出
來
た
譯 

r
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シ
ュ
メ
ル
'時
代
の
鄉
市
櫞
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九
.四
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.(.
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四
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■
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七

• 

'
 

.

，缺
で
帝
班
の
稱
號
を
問
題
と
す
る
の
は
、
典
名
か
ら
帝
王
的
性
質
の
原
始
的
意
義
を
求
め
て
、
そ
の
名
稱
か
ら
來
る
硏
究
の
結
艰
と
、 

他
の
各
般
か
ら
す
る
，-刷
究
の
成
媒
と
の
間
に
如
何
い
ふ
關
係
を
示
す
か
、
即
ち
そ
れ
を
以
て
自
分
の
論
斷
の
正
否
刺
斷
に
資
さ
う
と
す 

る
も
の
で
あ
る
。
丨

.
' 

’ 

' 

. 

*

第

一

の
ぼ
覓
と
い
ふ
言
葉
は
芨
人

)

*
的al(.

大
ナ
ル

)(

高
き)

と
い
ふ
ニ
語
の
複
合
名
詞
で
、
シ
ユ
メ
.ル
語
で
は
、
形
容
詞
が
主 

，諸

た

る

名

詞

£

次
に
來
る
語
法
で
あ
る
か
ら
、
從
つ
て
か
う
い
ふ
語
形
の
儘
で
新
ら
し
い
熟
語
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
字
形
は 

象
形
で
あ
る
か
ら
、g

p
l

と
い
ふ
象
形
の「

羽
冠」

が

S

と
5
_ふ
人
の
頭
上
に
加
へ
て
描
か
れ
ゐ
る
。
，
だ
か
ら
字
形
の
*
\
:を
1
1語
と 

し
て
■
め

ば

oq
。
ム
㈡
と
な
る
べ
き
だ
が
、
語
と
し
て
、
即
ち
譲
み
方
と
し
て
は
€

$
»-
-
•と
な
つ
て
ゐ
る9 

‘元
來
ニ
.つ
•の

語

が

結

合

し 

て
新
し
く
出
來
上
つ
た
語
で
あ
る
か
ら
、
言
語
の
進
.化

.
©跡
か
ら
い
つ
て
も
旣
に
.原
始
的
な
性
質
を
表
は
し
て
.ゐ
な
い
事
は
明
か
で
あ 

ら
う
o (

之

をg
a
rhl,

と
讀
ん
だ
例
外
的
實
例
も
あ
る
が
、
.今
は
觸
れ
な
.い
。)

此

l
u
g
a
l

と
い
ふ
語
が
、
西
紀
前
三一

ー
〇
〇
平
代
の
第一

ウ
ル
王
耕
時
代
に
於
て
、
旣

に「

ポ
王」

と
し
て
の
意
義
を
#
し
て
ゐ
た 

が
、
此
文
字
並
に
此
シ
ユ
メ
ル
語
は
、
シ
ユ
メ
ル
時
代
ぬ
末
期
即
ち
西
紀
前
一
〇
〇
〇
年
の
、
セ4

族
の
帝
國
バ
ビ
ロ
ン
王
朝
出
砠
ま 

で
、
ツ
ユ
メ
ル
語
と
し
て
繼
續
苻
在
し
た
。
.尙
此
文
字
は
、
シ
ユ
メ
ル
語
と
し
：

V

逾
用
し
た
と
同
じ
時
代
に
1
:西
北
方
に
居
住
し
た
ア

. 

ッ
カ
ド
人
に
ょ
つ
て
借
り
用
ゐ
ら
れ
、
文
字
は
其
儘
だ
が
讀
み
方
を
ア
ッ
カ
ド
語
に
ょ
つ
てs

h
a
r
r
u

と
し
た
？
：此
方
の
文
献
的
證
據 

•は
"
西
紀
前
ニ
五
〇
〇
年
_の
ア
ッ
カ
ド
王
朝
第
ー
王
サ
ル
ゴ
ン
大
王
の
時
か
ら
斑
は
れ

、

更
に
其
後
ひ
：西
紀
前
|
:§

ン
王
朝
の
バ
ビ
ロ
ン
語
と
し
て
は
、
ア
ッ
カ
ド
語
と
■同
系
の
セ
ム
語
で
あ
る
：か
ら
、
同
じ
語
と
し
て
繼
續
使
用
さ
れ
、
：
.
其
次
の
ア
ツ
：シ

リ
ァ
：時
代
か
ら
西
紀
前
五
兰
：八
年
ま
.で
，の
：新
バ
1>
ロ
^

^
 

此
文
字
は
、
最
後
^
ィ

ン

ド

，
ゲ

ル

：
マ
：
ン
.
語 

と
し
て
讀
ま
^
、
ぺ
ル
シ
.
.ャー
に
ま
^

じ

禊

形

で

も

非

常

な

省

略

形

と

な

：つ
：た

が

、

.稂
源
的
形
態
：は
少
し
も
炎
：は
れ
な
か
つ
た
' 

,

.
‘さ
て

然

：、ら
：ば

、
：
西

紀

前

ニ

0
〇
0
年
.ま
で
0
シ
ュ
メ
ル
時
代
に
^

^

.と

.い
ふ
;«
に
對
す
^
帝
王」

と
^-
ふ
意
味
は
果
し
て
此
.文
字 

の
原
始
的
意
：義
で
あ
つ
た
か
と
い
ふ
と
、
.文
献
的
證
跡
と
し
て
は
前
に
い
つ
灰
迎
.么

，带
王
的
篆
義
を
以
て
表
は
.さ
れ
た
も
の
が
最
も 

古
い
.の
；
で

あ

る.が
、
：'
.然
し
語
の
意
味
か
ら
い
つ
て
此
帝
王
的
意
義
ょ
り
、
'本

つ

と

：原

始

的
_な
も
0
が
あ
つ
：た
.皆 

:-
西
紀
前
ー1,
.〇
〇
年
顷
の
シ
ュ
メ
ル
の
法
律
で
n

氏
に
ょ
つ
て
集
錄
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
，の
.集
錄
第
六
條
で
奴
隸
の
所
有 

背
を
同
じ
くl

u
g
a
l

と
い
ひ
、
其
字
形
も
帝
王
を
意
味
し
た
も
の
と
全
然
異
る
と
.こ
ろ
が
な
い
に
拘
.ら
'ず
、
其
語
0
:內
容
が
全
然
帝
王 

的
意
籤
を
有
せ
'ず
、
單
な
る
一
般
民
衆
の
.

「

主
人」

と
し
て
の
意
味
^
け

し

か
存
し

て
ゐ
な
い
0
今
そ
の
實
相
を
示
ず
た
め
に
第
六
條
法 

文
の
.金
文
を
示
す
^
と
す
る
。 

:

第
三
列 
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此
法
文
の
楔
形
原
女
及
び
遂
語
_
並
に
其
論
究
は
法
學
硏
究
第
十
五
卷
第
四
號
所
載
ノ
井
上
の
論
文
：「

シ
、ュメ

.

ル
.に「

於
け
る
家
族
制 

度」

鹿

て

ね

る)

：

':
.
, 

/
'
:
'
>

-
^
 ̂

: 

■

ノ
.:
,
'此
法
文
中
：；

l
u
g
a
l

と
は
'其
奴

隸

の

，
黑
#
で
：
あ

る

か

ら

、

.

シ

*'
メ
ル
人
と
し
て
単
な
る
普
通
人
に
過
ぎ
な
い
：o
:尙
か
く「

主
人」

と
し 

ゼ
の
意
味
0
外
に
、
之
を
バ
ビ
ネ
：ン
文
：&
ア

そ

：シ

リ

ア

時

代

：の

'對
,
語
に
照
ら
す
と
，
バ
ビ
ロ
ン
語
の
；：；日
&
1
0
2
即
ち
顧
問
、
評
議
員 

.の
#
き
性
質
を
も
有
.

4
、

:'-.:

又

5
.&
〒
^
譯
さ
れ
：て
.：質
問
者
、
；
®

要
ず
^
に
1長
港」

1-
1
長

者」
「

先

解」

が

そ

；の

原

始

的

意

_

で

: '

彼
等
は
老
火
或
は
長
.上
と
：し
セ
の
社 

社
會
的
統
治
^

^
と
.な
り
、-之
が
^
漸
次
生
長
者
的
銃
率
者
的
地
他
に
ま
-e
興
^
し
て
行
つ
た
^
の
必
推
定
さ
れ
る

--
0 

':
:

倚

>
#

述

<0
年
代
記
に
據
る
^

、；
開
國
當
勒
如
ら
旣
.に
統
治
者
と
し
て
の 

一|

»—
*

な
る
帝
玉
：

g

地
位
が
現
は
れ
て
ゐ
.る
，が

、

之

は此 

年
代
記
作
製
時
代
に
於
け
る
社
#
制
度
か
ち
導
が4

、

か

\
る
遡
及
的
名
辭
の
使
用
と
な
つ
た
も

の

と
考'
へ
ら
れ
る。
；
.
.尙
之
に
就
か
て 

は
後
項
の
'

_
に
题
い
，て
0
所
論

:5
:
參
诹
ぁ
り
た
.い
。

...

.
次

にPa-te-si

と
い
ふ
語
も
，
亦
ゥ
：ル
第
.一.王
朝
の
淺
缺
的
文
献
に
，

lugal ..

と
い
ふ
語
と
共
に
表
は
さ
，れ
て
ゐ
る
か
.ら
、
主
長
者
的 

地
位
に
於
て

P

P

を

，̂

と
£ *
1

と
い
ふ
ニ
つ
.の
地
位
の
.中
、
何
れ
が
原
始
的
な
る
發
生
的
起
源
を
有
す
る
か
を
、
文
献
.的
資
料
か
ら

求
め
る
事
が
出
來
な
.い
。
そ
こ
で
、
此

pa-te-si..

と
い
ふ
語
に
就
い
て
も
一
應
そ
の
語
の
有
す
る
杓
容
の
意
義
を
吟
味
す
る
。

モ
ノ
^
ラ
ビ
ッ
ク
と
し
て
の
言
語
的
特
徵
を
宿
す
.る
シn 

メ
ル
語
の
構
成
上
、
此

P
a
-
t
?
s
i

と
.い
ふ
語
に
も
、
其
內
容
を
な
す
一
語 

々
•々
.に
別
々
の
意
味
が
あ
り
、
叉
此
さ
請
が
結
钤
し
て
第
ー
ー
次
的
新
意
義
が
生
み
出
さ
れ
て
‘ゐ
る
士
こ
ろ
は
、
前
に
出
し
た
s*
g
a
lが 

ニ
語
の
結
合
語
で
^
る
.の
と
等
し
い
。 

■ 

.

,

を

1

語
々
々
に
分
解
す
る
と
智
，は
ニ
本
の
樹
の
枝
^
象
形
で
、
恐
ら
く
權
德
.の
表
現
で
あ
ら
ぅ
が
、
言
葉
の
意
味
は
"
高 

.
官J

「

監
督
者
い
等
々
：で
：あ

名

'0
分

：ば

土

壇-*
%
:
は

礎
；で
あ
る
か
ら
、
總
括
す
る
と
神
壇
.を
築
く
監
督
#
の
意
味
と
.な
.り
、
先
づ
神
に
泰
仕
す
る
も
.の
.
i
地
位
か
ら
、.
神
殿
建
造
主
裁
者
と 

ハ
な
り
，

結

局

ぶ

神
0:
.奉
仕
者
2:
-
.レ
；で0
:最
高
藍
ぞ
翁
す
語

_
'^
つ

た

，ベ
；.
；
；
：:
'

:ぃ 

;

シ
A
. メ
ル
時
代
初
期
に
：於
て
は
、，主
漭
が
同
時
に
神
壇
築
造
者
で
あ
つ
た
事
は
、
西
紀
®

一
 
九
〇
〇
年
の
ラ
ガ
_
.シ
玉
朝
第
1
|壬
ゥ
ル
*, 

.二.チ

.の
有
名
な
忘
家
族
群
像
に
ょ
つ
て
明
か
で
あ
.る
。 

•

斤

此

像

ば

、
ゥ
：ル
：

*,
.
1
生̂
自
身
が
;*
家
族
の
先
頭
と
な
つ
て
、
自
ら
其
頭
上
に
土
を
滿
し
た
籠(

シ
チ
メ
ル
語
で
，zu

s
h
「

と

い

、
：ふ

)

?:
;
'
戴
 

い
.

P

神

壇

建

設

：の
た
：め
：贮
：連

次

、
：
後

か

ぢ

家

族

達

が

つ

き

從
ふ
と
-
ころ
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
。
之
は
自
ぢ
家
換
办
：钜
资
者
と
^

て
之
^ ;
- 

統
率
し
つ
、
神
に
參
ず
る
の
意
味
で
、
其
所
に
は
次
の
如
く
記
し
て
あ
る
。

.

.•■
:
:
.

. 

ル
ガ
ル. 

. 

-

ゥ
ル
• 
ニ
ナ
は
ラ
.ガ
シ
國
の
王
に
し
て
グ
ー1

ド
の
兒
な
り
。

ー1
ンv

キ
ル
ス
(D
,神
殿
を
築
き
、
.小
さ
き
深
淵
を
穿
ち
造
け
た
り
。11 

.
ナ
の
神
殿
を
築
き
た
り
o
. .

,.
.
:•

•兒

-T
U
ダ
、
兒
リ
ッ
ダ
•
ア
ク
ル
ガ
ル
、
兒
ル
ガ
ル
。H

ゼ
ン
、
兒
ア)

一
ク
ル
ラ
、
兒
ム
ィ
ン
一
一
ク
ル
タ

と
あ
り
、
•他
家
族
的
記
錄
は
其
家
系
を
示
，す
大
切
な
資
料
.七
も
な
つ
て
ゐ
る
.0

此
圖
に
は
ゥ
ルV
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一
二
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ゐ

る

が

で
は
を
と
は
呼
ん
で
ゐ
な
い
'o
然
し
*
此
ラ
ガ
シ
王
.朝
で
は
皆l

u
g
a
l

とpatesi 

'の
兩
稱
號
を
併
用
し
て
.ゐ
た
。
故
に
ウ
ル
。

一
一
ナ
王
の
孫
な
る
エ
ア
ン
チ
.ツ
.ム
王
が
ー
?~
ン
*
キ
ル
ス
神
に
献
じ
た
記
錄
に
も
明
か
に
此
事
を
記
し
て
^-
る
タ

ラ
ガ
シ
の
パ
テ
シ
な
る
工
ア
ン
‘ナ
ツ
ム(

略)

一
一
ン
ギ
ル
ス
神
ょ
り
辯
才
を
與
へ
ら
れ
、

工
ア
ン
ナ
ツ
ム
は
>'
'ソ
ン
ム
ッ
シ
.ュ
神
の
た 

め
に
チ
ラ
.シ
o.
神
殿
を
建
つ
、
王
は
ラ
ガ
シ
の
パ
テ
.シ
.愈
る
ア
ク
ル
ガ
ル
の
兒
に
し
て
其
祖
父
は
ラ
ガ
シ
の
。八•テ
シ
な
る
ウ
ル•

一一
 

ナ
な
り
。
-1K

々
，

か

く

の

如

く

ウ

.
ル

 

>ー.
.
ナ

も

亦

パ
テ
シ
で
あ
つ
た
。
そ

し

てpates '

と
い
ふ
輒
號
は
靱
め
は
宗
敎
主
長
者
の
稱
號
で
其
主
長
者
自
身 

も
亦
神
聖
で
•あ
つ
た
が
、
是
等
の
パ
テ
シ
を
主
長
漭
と
す
る
各
都
市
が
亙
に
莽
噬
す
る
時
代
と
な
つ
.て
.が
.ら
は
、I:

方
の
.：パV

テ
.シ
が
.

f.: 

方
ひ
パ
テ
シ
を
征
服
す
る
と
.

い
ふ
現
象
が
發
生
し
、
遂
に
は
敗
者
た
る
パ
テ
シ
が
其
地
位
を
失
ひ
、
或
は
其
パ
テ
シ
た
る
她
位
を
其
儘 

に
他
の
都
市
の
.ぺ
テ
.シ
&
节
に
從
屬
す
る
が
如
き
狀
態
が
現
は
れ
て
來
た
。 

：
:

:

.
 

■;
■:、そ
^
で
、
：其
征
服
者
と
と
.て
の
：。

C
テ
シ
が
、
そ
の
平
に
從
屬
す
る
パ
テ
>
に
對
し
、
'自
己
を
誇
稱
す
る
が
た
め
に
、
遂
に
は
其
處
に 

允
パ
ー
p
 pa-te-si:

身

W

い
.ふ
糚
號
.が
現
ば
れ
て
來
た
。 

.

‘ 

：

V 

. 

•

 

:
.
#に
.ザ
勝
者
と
し
て
の
紗
市
生
長
者
が
、
神
の
奉
仕
者
た
る
の
地
位
を
離
れ
、
純
然
た
る
政
治
的
銃
率
者

と

：し

て

單

な

る

，

f

 
と̂ 

い
ふ
稱
號
を
璩
稱
す
る
に
至
；
つ
.セV 
?
备

.-

.と
は
此
意
味
.：の
.
.
.
1
兵
$
^
^
^
^
^

西
組
前
ニ
五
0

0镇
代
^
ァ
ガ
ド
國
第
1
羊 

と
讀
ん
で
ゐ
た
^
認
め
ら
れ
：る
が
パ
之
れ
亦
副
王
；又
は
# .
屬
.都
市
の
^
長
者
0
地
位
を
示
し
ゐ
た
。
か
ぅ
U
た
變
轉
の
結
果
、
此
名
は 

影
後
に
ク1

の
.官
货
的
地
位
を
示
す
だ
げ
：の
名
お
な
つ
て
し
ま
つ
た
^

•，今
ア
ガ
ボ
國
の
記
錄
を
採
ク
て
例
を
示
す
事
み
す
名
：
。
"

「

.

ァ
ガ
ド
國
<D
王
.サ
ル
ゴX

は
ゥ
ル
タ
市
の(

五
行
破
損)

五
Q

A
CD
J

I
 

……

.
*王
等

を

彼

の

：手

圮
.服
從
ぜ
11
,め
た
り

ア
ガド

：：

サ
ル
^
シ
：は
、
ィ
シ
ュ
タ
ル
女
神
の
；忠
實
な
：る
支
配
者
^
1;
て
キ
シ
國
の
王
、
ア
ヌ
神
の
：パ
セ
：ン
.官
、.
.
.
地

上

.
の

國

々

- 
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：玉
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ン
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;

ル
神
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f
 げ
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.:

戰
に
於
て
は
ゥ
ル
ク
國$:
■倒
し
、
叉
サ
バ
神
の
武
器
を
有
す
る
五

〇
C

K

<Dk
s
h
a
k
u

と
其
.町
々
を
服
從
せ
し
め
た
り
。

と
ぁ
り
-
.
此
記
錄
.：で
.は
太
至
が
;^
^
に
そ
：大
バ
テ
：シ
;<
?
:ル

ガ

，ル

：
を
_
ね

;;
'
:

•

.‘
 

.
 

レ
ブ
；

i

を

p
a
l
i
又
：，

は
. ：

•̂
5
^
^
'
.
と
し
、；'都
市
の
主
長
者
を
1
-
 ̂

つ
た
：が
、
王
の
方
低
征
服
さ
れ
る
や
、

直
に
其
王 

號
を
褫
奪
さ
.
た̂
0
故
に
被
征
服
者
に
は
1
1
1的3
.
1と
い
ふ
稱
號
ぢ
見
ず
、：. 只

. 皆
1̂

1
0
1
即

ち
patesi

と
稱
す
る
も
の
あ
る
も
、
.之
は 

俞
に
^
ふ
姻
り
副
主
叉
は
從
屬
的
諸
陵
の
地
位
を
示
し
て
ゐ
#
。
又
サ
ル
ゴ
ン
の
兒
の
ナ
ラ
ム
•
シ
ン
王
の
記
錄
に 

:
:ン
-ア
：ヌ
神
0
パ
シ
.ス
_

:-
'
〒
ン
ハ
ジ
ル
神
の
兔
.ヵ
ナ
’
 

ザ
バ
バ
神
のissha.ku

な
る
ナ
ラ
ム
•
シ
ン
、
大
王(sharru 

■ V

&
0
§
日)

了
ガ
卞
國
の
座
、
..
'
,四
方

：の

王

、

ィ
.シ
产

.と
あ
.る
：。

,'
:
:

〉

' 

'

:フ
へ
：

: V. 

-
'
. 

、：

1
. .
:

.

.

ぃ：
：

-

ハ
'
?

■

'

■

'■
: 

:
p
a
t
e
s
i

.CD

項
.を
終
^
に

際

し

で

：興

び

年

代

記

に

後

べ

る

が

、

年

代

記

で

，
：

1
U
U

と
い
.ふ
稱
號
が
創
世
當
初
が
ら
其
統
治
者
に
與
へ
.ら 

'
れ
て
..ゐ
■る
名
だ
が
"p
i
i

と
い
ふ
稱
號
は
遂
に
此
年
代
記
の
中
に
見
出
す
事
が
出
來
な
い
°

,

':
九 

へ.

、
.

.部
代
記
に
於
て
は
*
 

p
a:
te
_s
i

と
5
ふ
名
は
見
出
し
得
な
い
.が
、
此

pa-te-si.

に
代
'る
ら
し
い
名
が
別
に
あ
り
、
そ

れ

は

g

と
い 

ふ
名
辭
で
あ
る
？
大
洪
水
以
後
キ
シ
5£
朝
に
次
で
興
つ
た
ゥ
ル
ク
玉
朝
の
出
現
に
際
し
、
第
一
主

.メ
ス
ヶ
ム
ガ
シ
ヱ
ル
王
に
對
し
此
稱 

號
が
次
b
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。(

年
代
記
第
二
面
以
下
の
數
行)

>ゾ
.ュ
•メ
ル
時
代
の
都

市

楛

成

’ 

九

九

(.一

•ニ
四
九)



£/
^
メ
'ル
：時
代'の
'都

市

篇

o
o

a

 
ニ
§

〕

C
O
L
'
I
I

‘ 
.

«.
■

:
 

-
4
5

-ss-ki 

gis-ku.ba-an sig 

,46' 

n
a
m
-
l
u
g
a
l
-
b
i

M
-.p
n
n
a
.
-
s
u 

; 

‘ 

4
7

 
E
-

.pnna-ka 

•

■•
P

L h
i

:

1 

mes,ki-€m-ga-

.w>he-ir

:

.'2 ..dumu d
i
n
g
i
r

D*abbal; e
n
-
a
m

 

lugallam 

m
u

 3
0
0

 

ナ 2
5

 

ni-ag*

キ
シ
國
は
武
器
に
よ
り
倒
さ
.れ 

主
權
はK 
•
，ア

ン

ナ

に

珍

り 

H
,

ア
ン
ナ
に
於
て

メ
ス
ケ
ス
ガ
シ
：
工
ル

太
陽
神
の
兒
に
し
てK

ン
た
り
.
 

主
た
り
、
三
ニ
五
年
銃
治
す
ぃ

尙
之
と
對
比
す
べ
く
、Poeble 

.の
年
代
記
か
ら
同
じ
く
ゥ
ル
ク
王
朝
の
部
分
た
け
を
則
く
、

C
o
L

 II 
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錄
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.
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西
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あ
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ク
，ュ
メ
ル
の
信
仰
上
に
於
け
る
'神
人
交
通
：

Q

方
法
は
、
傅
承
の
上
で
屢
々
語
炎
淺
ざ
れ
.て
ゐ
.る
通
り
n夢

」. ：

^
_

「

神

託」

で
：あ

つ

た

。
.-
- 

-

夢
が
原
始
人
の
間
で
■•人
と
靈
魂
と
の
交
通
に
重
要
な
る
役
制
を
し
て
ゐ
，る
事
は
、
原
始
信
仰
を
硏
究
す
る
;？
)
の
、
，等
.し
く
認
め
て
ゐ 

る
と
.こ
ろ
で
あ
る
。
ft
に
擧
げ
た
シ
ュ
メ
ル
の
創
世
|5
吣
年
代
記
と
同
一
關
係
に
あ
る「

大
洪
水
神
話」

に
於
て
も
、
•裕
王
■ ziugid

^

 

が
天

神
s

i

地

神
e
n
-
l
i
l

の
託
裒
を
夢
に
ょ
つ
て
知
る
と
い
ふ
事
と
な
つ
て
ゐ
る
。

又
太
洪
水
神
話
と
連
結
す
^
--
1ギ
ル
ガ
メ
ス
帝
HE
傅
說」

に
は
、
ゥ
ル
ク
市
の
古
帝
王
.に
し
て
人
類
の
祖
先
で
あ
.る
ギ
.ル
ガ
メ
ス
'
‘が
冥 

界
へ
行
つ
て
神
の
漪
助
を
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ふ
時
に
、
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で
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せ
る
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分
の
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l
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u
n

と
#
つ
て
彼
女
を
介
し
て
神
へ
近
づ
い
て
ゐ
る
。
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錄
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の
が
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式
と
し
て
有
力
な
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方
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つ
て
人
間
の
a
命
^
守
護
す
る
と
信
じ
た
の
-̂o

そ
.し
て
先
：̂
死
ん
^
^
の
刺
ち
进
い
時 

代
の
祖
先
は
古
^
程
神
に
近
く
な
ヵ
:-
-
'遂
に
祖
先
自
ら
神
^
な
る
。
之
れ
は
明
か
に
祖
先
崇
挪
の
一
つ
の
顯
は
れ
で
ぁ
り
、
又
か
く
し 

て
、
神
ょ
り
直
接
：に
繫
が
る
.と
こ
'ろ
(0
祖
先
か
ら
出
で
、
、
.次
々
に
生
を
現
:1
1
1
:
:
ね
受
け
ぼ
も
0
と
信
ぜ
ら
れ
允
の
^
ゃ
即
ち
此
事
は
坐 

き
て
：ゐ
る
人
間
自
身
が
、
#

0
直
接
€>
.求

端

セ̂'
-
る

と

見

做

さ

る

 

>が
故
に
、
人
拙
の
砠
#
そ
0-
も
の
が
、、

,^
-神

<7
)
.直
接
の
.子
ヤ

：
ぁ

る 

.
-
U!DIE
念
と
し 
'て
痛
は
れ
:&
:0
:
.
.
.
.
.

其
結
果
*
.
' 
..，現

身
'̂
れ
..自
身
が
刺
で
ぁ
.る
と
.さ
れ
、
そ
れ
が
人
間
妒
權
威
と
.結
^

付

き
.
遂
に
帝
主
崇
拜 

思
想
0
.如
き
%.
0.
も
其
思
想
の
11
1
杧
成
立

'1
>
て
來
る
:0
-'
,:'
_
-
.
'
” 

じ'.' 

:

:: 

'シ
»'
.メ
'ル
へ
に
於
け
：
る

此

種

：の

「

思

想

は

パ
;0
紀
前
ニ
五
:0
〇
年
代
の
ケ
ガ
ド
王
朝
に
も
行
は
れ,-
'
:
-
'
帝
壬
は
良
ち
神
氣
り
と
し
て
，直
接
：の 

禮
拜
を
火
々
；に
命
じ̂

,
叉
：西
齡
前
1
ーー1
ー0
〇
年
の
ゥ
：ル
主
朝
、‘、西
紀
前
ニ
〇
〇
〇
年
の
バ
ビ
#
ン
王
朝
に
も
亦
此
思
想
が
現
は
れ
て 

ゐ

る

。

一

 

へ

-.
..
'
”
：,.

.

'

.'.
:

.
M

 

*

.

•

;■
■

.

次
に
、
.神
と
人
と
の
結
合
の
た
め
に
、
更
に
重
耍
な
の
'は「

神
が
.
>り」

の
狀
態
で
神
託
を
宣
ぺ
る
形
式
で
、
之
に
は
音
樂
や
舞
踊
な 

ど
も
^
中
介
の
役
目
を
し
た
。
是
等
は
主
と.1,
て
女
性
の
仕
事
で.ぁ
つ
龙
0
文
献
時
代
に
妨
女
性.の
地
位
は
旣
に
低
ズ
な
つ.て

ゐ

：
た

が

、 

そ
れ
で
も
西
紀
前
三
〇0
〇

年

代

の

..ア

ダ

ブ

國

の

.茗

-l
J
.忙.
:¥
|

.
,(
2

1
と

い

，
ふ

尼
.が
ぁ
づ
た
事
は
注
意
芄
値
ず
る0
:

ィ
シ
ュ
タ
ル
女
神
の
神
殿
に
は
多
數
の
女
巫
.が
仕
へ
て
ゐ
て
、
咒
法
を
行
ひ
、
神
託
を
聞
き
且
つ
人
々
に
そ
れ
を
傅
，へ
る
役
目
を
し 

て
ゐ
た
。
妣
事
が
女
神
の
謭
歌
の
中
に
見
次
て
ゐ
る
？

•

神
枕
典
步
み
.を

、
，
.
神

婦

の

元

に

狂

げ

：

■.
:
•
;
:

 

ノ

.

ィ
シ
ュ
タ
.ル
女
神
淞
、
神
婦
の
下
：に
眞
直
に
行
つ
た

 

，
 

;

シIt. 
メ
ル
時
代
の
鄹
市
樺
成
 

一
〇
五
，

(

U

S

-S



シ
ュ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成 

.

.

.
-
-
o

^

,

(

1
ニ
2£
,六
>

織
一
卞
女
は̂
考

の

嫣

摹

め̂
ば

逛

じ
^
ゐ

泠

.

.

.
:
“
 

-

:■
.

.

,

: 

白
い
糸
、
‘黑
い
糸
、
ニ
本
縫
り
0
糸
、
紡
錘
、
紡
い
で
ゐ
る

''' ハ：：
囊
 

.

-

ン

’
糸
は
呢
，咀
を
解
き
ほ
ぐ
す
 

‘

.

\
:

 

•
:

,

:
.
.

(

极
形
字
原
.文
並
に
逐
語
f

、
.

孽̂
册
究
第
ず
六
卷
ニ
虢
の
井
上
斯
論
：に
出.て
ぬ
る
.

)

，'

V
,ィ
を
卞
タ
ル
女
神
の'神
婦
.は
惡
糜
を
骧
ら
ふ
だ̂

に
咒
術
龙
行
办
，

神
殿
內
で
紡
織
の
：事
な
ど.に
携
棟
っ「

て
ゐ
，た
で
あ
ら
^
事
か
^
:へ
か
乃
：
い

ふ

咒

法

.の
形
试
部
ど
4
生
れ
た
も
の
で
：あ
ら
ぅ̂ 

.

. 

V 

.

兄
法
を
行
ふ
事
弋
"：神
憑
り
や
，
神
託
を
受
け
島
な.ど
は
、'.
;
-
'
神
婦
の
仕
事
女
5
:ふ
ょ
り
は
、
女
神
自
身
の
仕
事
と
す
る
方
が
根
源
的

. 

.

.

.

. 

: 

■ 

.....
 

.... 

.

.

 

■
 

i 

.
 

.

信
仰
セ
、
神
婦
は
只
之
を
设
に
移
ず
も
の
と
の
み
.思
っ
て
ゐ
た
ら
し
い
が
、要
す
る
'に
、
之
は
婦
人
の
原
始
時
代
に
於
け
る
社
會
的
地

位
.：の
反
映
に
：外
な.

I

V。
':論

ハ
：テ
ガ(

シ
市
の：

へ
夏
6ル
た
り
し
：グ
デ
ア
黑

中
に
あ
る
。

I-
此
時
も
亦
夢
.の
黎
を
低
か
ら
解
き
聞
か
せ
て̂
ふ
と
い
ふ
ナ
M
い
型
の
信
仰
形
式
を
採
っ
て
ゐ
.る
丨-
，へ

:
:
:

「

眞
夜
に
♦
事

實

起

名

、
之

を

靡

す

る

能

は

ず

。
我

が

毋

.に
そ
の
夢
を
問
ふ■ 

:
:

::

.
お
。
聖
な
る
神
託
者
ょ
界
誰
漱
雜
に
適
す
る
が
女
知
る
や
ヮ
お
-

ナ̂
女
神
ょ
。

シ
ラ
ク
の
土
地
の
女
神
ょ
、
.我
；に
降
り
憑 

:

り
來
れ
、.そ
の
：意
味
?:
'
解
け
9 

•
«

.か
く
て
、.舟
に
乘
.り
：

『

ナ
の
運
河
史
通
：̂
^
ー”
ナ
.女
刺
の
^
に

行
:<
.づ
 ̂

.

.此
神
^
を
祌
か
ら
受
け
.て
.人
^
吿
げ
る
も
の
が
ー
ー
ナ
女
神
自
身
-<
?
:な
っ
て
.ゐ
る
-.
0
女
神
が
神
の
聖
室
に
降
つ
て
神
託
を
吿
げ
る
も
の

と
信
じ
-で
ゐ
た
_
だ
が
ノ
此
場
合
の
女
神
は「

'使
ひ
神」

の
饨
質
を
有
し
、
ギ
リ
，シ
ヤ
信
仰
で
い
人
：ば

.
W巧
日

货

刺

、

ロ
ー
、
マ
信
仰
で
い 

W
H
O
w 

a
s
钱
卬
と
し
セ
は

s
cf
q

t
に
當
る
も

の

で

あ

る

.0
ィ
シ
.ュ
タ
ル
女
神
の
場
合
、
眞
に
神
託
を
降
す
神
.は」

一
.：

ン

ギ

ル
 

ス
.
中

とな
：つ
^
ゐ
るo

が
、
實
際
信

.仰
す
'る
人
々
に
對
し
て
神
耗
を
解
き
聞
か

^-
る
の

;«
神
，婦
で
.、
，
彼

女

等

が

刺;(
0
聖

遠

に

居

^

.

そ
.
 

れ
^
1神
託
奴
降
；る
譯
で
、
此
聖
室
が
邋
侗
の
意
味
の
ば
如
3
日
で
あ
る
。

、
 

パ

：

巾
^f

と
い
ふ
タ
ュ
メ
ル
の
原
語I

は
バ
ビ
ロ
^
語
で
‘
-̂'
£
54
と
い
ひ
、「

問
ふ」

「

叫
ぶ
:'
-
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
其
點
に
於 

て」

1

ぬ
m :
>
た
.

en 

•と
同
じ
事
と
な
る
。.而
し
て
、
之
が
一
個
の.役
目
の
名
と
し
て
は
神
託
を
伺
ひ
知
る
事
を
指
す
。
义
別
：忙
><
:ゼ
.ロ 

ジ(

語
の
方
^
は「

父」

又
は「

祖
先
し
と
い
ふ
意
味
も
あ
る
が
、
元
來
の
シ
ュ
メ
ル
語
の
解
釋
か
ら
行
け
ば
；

e
n
’me-

l
i

で「

生
命9

書

「

高

か
に
あ
る
生
命」

と
ー
い
ふ
意
味
で
.
.あ
る
か
ら
*
要
す
る
に
之
は
女
神
叉
は
神
顧
を
通
し
て
祖
先
ょ
り
與
へ
ら
れ
た
？

p

生

命

の

派

眾

，
へ

め

祈

.

. 

• 

. 

. 

• 

-• 

- 

•
.

一
願
讃
仰
に
外
な
ら
な
い
- 

■ 

.

.

二

.：
：

'
.
.
:
/

::
.
- 

• 

然
：ら
ば
*
其
祖
先
又
は
死
者
は
"
.

)

體

何

處

に

.ゐ

る

か

o
'換
言
す
れ
ば
冥
，界
と
は
如
何
な
る
も
，の
か
と
い
ふ
.寧
だ
ぐ
冗
^
シ
ュ
メ
ル 

又
は
べ
ビ
ロ
ン
で
は
、
世
界
は
山
杉
を
な
し
て
：ゐ
：た
：と
信
じ
ら
れ
、
現
に
其
模
形
さ
へ
遺
物
の
中
か
ら
發
見
さ
れ
て
ゐ
る
。

'
世
取
を
旨
し
て

k
u
r
-
k
u
r

と
い

..ふ
；が
へ

k
u
r

と

は

山

わ

事

_で

あ

る
-0
而
し
て
此「

山」

と
い
ふ
語
を
ニ
語
重
ね
る
瀋
は
シ
ュ
メ
ル
文
法 

.に
於
け
る
.複
數
形
糨
成
法
.で
あ
り
、
此「

連
山
.

」

が
如
:%「

世
界」

を
現
城
す
言
葉
：で
か
つ
龙
事
咖
も
し
て
も
彼
等
の
原
始
的
-1
1
1躲
猶
を
率

直
に
示
し
'て
ゐ
る
。

' 
:
: 

.一

.

-

.

；

死
者
の
世
坭
は
、
此
宇
笛
と
し
て
の
大
な
る
山■:

の
：端

.
|名
滴
穴
を
.通
つ
て
她
下
に
入
る
士
信
ぜ
^
れ
、
其
暗
黑
の
世
界
が

5
ハ
府
乙
.
. 

で
.あ
り
、
此

重〗

に
光
明
备
へ

f

Q
は
月
や
S

光e

で

卺

。
大
洪
水
の
時
.•
人

間

の

'
大

祖

ゥ
.夕
•
ナ
、
等
'
為̂
訪
ね
て
，
 

:

つ

た

袞

气

：

ギ
•ル
ガ
メ」

ス
が
訪
.ね
て
行
つ
た
冥
'界
も
.
-亦
.ィ
シ
：ュ.タ
ル
女
神
が
曹
愛
人
た
る
太
陽
神
タ
ム

^
ズ
^

シ
ュ
メ
ル
時
代
の
*

市
構
成 

. 

ー
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0
七
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1

ニ
五
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ン
子
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成 

ー
0
八

c

r

s

o

訪
ね
て
行
0
.た
冥

槔

も

皆

此

場

斯

で

あ

，つ

-た
。
死
者
は
そ
の
其
界
忆
あ
つ
て
年
を
經
る
と
*
遂
に
天
.へ
#
つ
て
神
と
な
る
。

.

.被
等
が
シ
ュ
メ
ル
の
神
積
贬
土
の
土
地
へ
都
-|
|
)'$
:
襁
へ
た
時
も
、
共
.平
地
の
中

.^
に
山
を
造
り
、
之
を
‘

eqkul;(

山
の
.家)

と
^
ん 

で
、
-
<間
界
ょ
り
天
界
‘へ
の
架
け
橋
と
な
名
も
の
と
信
じ
，
人
間
の
死
體
を
も
亦
其
ニ 

•ク
ル
の
.地
.下
.曆
に
扭
め
て
ゐ
た
。
此
辦
は
フ 

ィ
ラ
ー
ブ
ル
フ
ィ
ア
大
學
の
調
资
隊
の
一
一
ッ
ブ
ル
市
發
掘
の
結
果
明
か
と
な
つ
て
ゐ
る
。
然
し
此
埋
P
方
法
は
^
し
て
京
始
的
か
否
か
は 

疑
問
で
あ
る
。
シ
ュ
メ
ル
に
於
て
は
家
族
の
死
體
を
居
住
の
地
下
に
娌
め
る
胬
惯
も
あ
つ
た
.办
ら
、
此
方
が
都
市
的
な
信
仰
中
心
で
あ
.
 

■る
^
、
"ク
.：ル
，_の
卞

.^
&

^
-̂
事
ょ
ガ
.;'
ょ
り
原
始
的
で
あ
.る
ら
し

,<
考

.へ

.

.

.
ら
れ
.る
：で
，.は
.な
ぃ
か
.0

:

ニ
一

宗
敎
が
、
單
な
る
神
と
人
々
の
.交
通
で
あ
り
、
又
自
己
の
部
典
內
部
の
み
の
問
題
で
あ

•つ
た
間
は
、
‘夢
^

K

神
が
、
り
や
託
宣
な
ど 

に
ょ
つ
•て
神
^j

人
と
の
關
係
を
完
了
し
得
た
と
し
て

.も
、
.社
會
が
更
に
宏
大
な
集
国
と
な
り
、
楚
等
集
團
員
全
亂
に
關
聯
を
求
め
る
必 

悪
が
生
じ
、
.'叉
其
廣
い
地
域
と
#

數
の
人
々
の
統
制
が
必
要
と
な
つ
た
時
に
は
、
前
の
や
ぅ
.な
.女
性
的
な
夢
判
斷
.や
、：：神
憑
り
、
#

前 

'舞
踊
の
や
ぅ
な
も
の
は
、

神
殿
用
部
0
信
仰
的
機
鞲

_

の

一
に
過
茗
な
く

- *

り
。
之

祀

對し
て
、
、
：
外

部

的

比

神

の

ヵ

：を

ー

般

大

衆 

の
結
合
に
ま
で
延
長
利
用
し
な
妖
れ
ば
な
ら
敖

<
な
つ
：て
、
信
仰
上
の
女
性
の
中
心
的
地
位
は
，
遂
忙
男
性
に
讓
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な 

^

 

- 

-
 

. 

■ 

. ,
 

:

 

:

 

■

;

 

o
シ
^
乂
：ル
«
期

.0
-神
製

、
.前
記
の
年
代
記
や
大

'洪
永
神
話
に
語

,»
)
殘

さ

れ

：て
：
ゐ

た

時

代

の

も

の

に

は

、

> ロ
ハ
^
、

ゥ

ル

ク$

Mn-px (

冥

界

、

；
太

地

、
：
：

51

:>
ブ

ル

：
市

)

£
1
1纪

(

水
.フ
H

y卞
：
市

)
：
名
n
-
i
m
r
-
s
a
^

(

Ii
j

o
女
神
、
ゥ
ー
ル
市

)

:(
7

).:顧
神
が
各
々
其
祿
場
 々

々
免
有
1>
て
ゐ
る
事
と
か
つ
；て
ゐ
た
が
、
.：庇
連
立
的
狀
態
は
、
ハ
是
等':
0
神

々

が
そ
れ
々
；の̂

,
《

ズ
ル
0
政
治
狀
態
の
反
映
で
あ
つ
た
と
.さ
：へ
.：考
べ
.# :
る
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翁

め

弋
0
墙

積

％

發

見

：し
得
择
の
；ル

亦

宜

尨

.義

と

^
楗

な

け

私

艰

な

 

，'ぐ：：

■:
ノ
っ

-
 

■ 

■ 

J

四

：

• 

‘ 

, ：
：
 

： 

\ 

:

シ
、
.メ

ル

,0
各
都
市
統
治
形
態
^
其
信
仰
.と
の
結
合
は
如
何
に
#

へ
ら
'る
べ
き
も
.の
で
あ
、ら
ぅ
か
。

.
シ
ュ
メ
ル
の
都
市

..は
、：

文
献
的
資
料
か
ら
見
て
、
主
權
の
樹
立
.と
信

仰

的

統

制

功

と.が
常
に
結
合
す
る
か
'然
ら
ざ
れ
ば
相
交
鎅
す

.?
> 

か
、
何
れ
に

1
て
も
雨
者
常
，に
相
關
聯
し
て
ゐ
た
か
に
見
ぇ
る
。
そ
こ
で
共
狀
態
を
.敗
.治
的
方
面
と
宗
敎
时
方
而
と
か
ら
見
々S

を
要

V
. 

■
■
■ 

.

.

-
.
|
.
.
:
.
'
.
.
.
'
:
:
; 

-
■
'.

:
.-
.
'
.
-
l,
.
.'.
.

■
.
.
'
 

.

.

.

.广\
''
-
.
'
.
'

,
シ
.
.
1
>
ル
時代. ：Q

神市構成，
、
，

 

一
,

1111. 

(

一. 

5ハ
S
、



‘
シ
ネ
メ
ル
時
代
の
都
市
櫞
成 

.

ニ

四

i

2
■ニ
六
四
ン

じ

、
.之
は
原
始
社
會
硏
究
に
は
缺
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
要
素
と
考
へ
：ら
れ
る
。

■

•
而
し
て
、
其
原
始
的
統
治
形
態
を
血
族
龃
織
の
上
.か
ら
兄
る
と
、
.西
紀
前
三
〇
〇
〇
平
代
の
文
献
で
は
、
都
市
主
長
者
の
繼
嗣
は
、
‘.
 

長
子
相
續
が
主
權
で
あ
‘つ
•た
か

ら

、

勿

論

切

系

制

の

成

立

，に
.は

疑

が

な

い

が
、
北
ハ
中1|
0
に
於
.て

傍

系

的

兄

弟

伯

叔

的

相

續

を

も

見

る

事 

が
出
來
、
之
は
其
血
族
的
殘
存
形
態
の
內
に
谉
系
制
的
^
彩
の
痕
跡
を
見
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
西
紀
前一

一
五
〇
〇
咁
代
の
相
續 

.

.

.

.
法
の
成
文
法
に
據
名
と
、
.民
間
に
於
.て
一
夫
多
®
制
が
行
は
れ
、て
ゐ
た
が
、
其
裏E

に
於
て
尙
母
系
的
也
彩
を
留
め
、

且
つ
氏
族
共
同 

,體

.の

痕

跡

を

も
#
し

て

ゐ

た

が'、
之

も
亦
、
旣

に

與

統

的

な

時

代

に

於

て

毋

系

的

傾

.向

の

*
度
か
復
原
し
來
る
狀
態
と
の
.一
致
4
|示
し
.
 

‘て
ゐ
る
。
尙
此
關
係
は
、
後
の
家
族
制
度
並
に
：神
婦
制
度
の
究
明
を
俟
つ
て
:;
:
'
;
ょ
り
-
.
1
曆
明
か
と
.な
る
。

•,
;

輿
系
相
續
巧
#
に
*-
-
承
相
續
杧
於
弋
麻
血
德
的
信§
^
>&
^
集
圑
統
^
^
:
«
が
合
致
す
^
事
：に
於
て
;>
敗
上
多
く
.の
^
權
確
立
_の
基 

礎
を
此
時
代
に
見
：る
。
シ
ユ
メ-^
紐
國
當
細
^
於
^

恐̂
ら
く
之
と
檢
を
ー
に
す
る
も
の
が
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
，。

.,

.-

'
' :

,

更
に
原
始
民
族
の
集
團
的
銃
制
が
信
仰
的
に
.琪
は
れ
.て
ゐ
る
場
合
、
.多
く
は
デ
ニ
ミ
ス
テ
ィ
ツ
ク
な
或
味
ト
ー
テ
ミ
ツ
ク
，な
原
始
内 

族
團
燶
ど
^
ヤ

-#
粗

'1
>、：：'而
し

：：て

、
ユ

_
§
:
5
:代
峩
紫
农
赛
—

游
同
時
^

あ
り
得
た
。
ト
ー
テ
ミ
.ズ
ム
と
は
、

.一：の
ト
ー
テ
ム
が
北
ハ
園
體
の
代
表
物
と
，し

て

或

は

祖

先

と

し

て

.信
仰

せ

ら

れ

洛

點

に

於

：て
、
：血

族

：
 

的
祖
先
神
と
'^
ん
ど
共
通
す
る
が
、
原
始
的
.ト
i
ア
ミ
.ズ
.ム
に
は
普
通
人
格
的
神
視：

が
な
X

"多
く
は
彼
等
の
身
»
に
：
指

呼

.し

得

る

動
 

植
物
典
他
無
组
物
等
を
其
儘
神
聖
視
し
て
ゐ
名
に
過
ぎ
な
い
。
. 

,

.

浩
し
信
仰
と
は
、
共
信
仰
す
る
も
の
、
人
格
を
現
は
す
と
い
ふ
意
味
か
ら
.見
れ
.ば
、
ト
ー
テ
.ミ
ズ
.ム
は
T
そ
れ
を
_
或
す
る
集
.團
人 

0

_
に
：、
き

集

團

麗'に
對
す
名
權
成
員
自
體
.と
^.
て
：：の

人

間

：助

な

>
太

 

と

も
.
 

'ぃ
ひ

得

.ょ

ぅ1>
、
，
叉

其

程

度

：の
.；文

化

，
の
：
表

示

と

.も
見

：る

事

が

出

乘

各

贫
:

,

,:然

る

：に
、

此

禪

の

原

始

血

族

集

國

：が

ハ

m'
:M
-w
に
明
確
な
自
覺
を
持
や
に
從
て
'>
へ

其

代

表

的

信

仰

を

其

血

：族

的

集

團

の

直

接

a
先

と

• 

し

：
，'更
に

進

ん
.で
枕
其
血
族
的
祖
冼
4
し

:?
:
$人
格
を
與
：.へ
#

ぅ
と
す
る
。 

：

:;
■
,•
:
>■
/ 

<

;

'

■■
'
-シ
：
ー
ュ'メ
ル
，人

は

ト

ー
テ

ミ

ズ

ム

を

有

し

：た

か

如

何

か

は

今

直

：に

い

ふ

事

が

m
來
な
い
が
、
;.
-
;例
ぺ
、
.
.あ
つ
.た
と

し

て

も

文

献

時

代

.に
は 

旣
に
*
ぇ

；て
，
ゐ

た
.:
0
谢

彼

廣

の

間

に

祖

先

崇

拜

思

想

め

濃

厚

セ

あ

っ

：た

事

は

旣

に

：ぃ

^
:た
.通
^
で
あ
冬
ヴ

に
氏
族
的
或
は
|

^

的
'と

：い

ふ

や

ぅ

な

狹

い

形

：か
ら
：脫

诎

^

て
へ
し
ま
つ
：
て

:'
'
;
»寧

：ろ
：そ

れ

は

樣

族

的

立

場

に

於

：て
、
：

'都

市

的

祖

先

，神

と

し 

.
て
現
は
4

で
.ゐ
.た
ぺ
更
に
彼
等
0

天
體
祟
拜
。に
_

 

二
、、、
 

ス
：テ
ィ
>

>

.な
淺
禅
が
尙
多
く
混
入
し
て
：ゐ
灰
の
も
事
實
.で
#

つ

洗
,0
• 

: 

茈
時
代
に
於
.て
は
、」

彼
等
シ
チ
メ
；ル
都
市
の
往
民
達
が
、
：原
住
地
を
離
れ
-€

此
地
方
へ
定
住
し
て
か
ら
#

に
悠
久
に
近
^

年
月
が
流) 

れ

て

：居

た

。
.
，其

初

期

ょ

り

、

漸

次

共

同

體

的

集

圈

と

し

，
て

の

村

落

又

は

小

都

布

を

形

成

し

.
-;
'
各
々
之
.が
銃
'
|的
傾
向
に
進
ま
ん
1と
.

1
っ 

、
も
、
.幾
多
の
消
長
が
あ
り
、
'
後
、
'
其
北
ハ
同
體
も
僅
し
初
め
.、
：
シ
ネ
メ
ル
時
代
末
期
に
は
、
市
民
は
.血
族
的
に
も
分
裂
し
て
小
家
族 

的
と
が
々
、
其
1

:

忆
於
て
是
等
0

外
家
族
的
壤
華
の
市
民
_

そ
れ
：尤

の

都

望

保

持

し

、.
：其
各
々
：0
^

的
1

親
的
血
族
的
觀
含
_

民
族
1

合

を

茫

_
す
.る
：そ
れ
^

-
の
神
々
が
、
5:
に
親
子
、
兄
妹
' 
夫
婦
等
の
近
親
的
關
係
に
あ
る
が
如
き
意
味
に
於V

、

神
々
‘の
國
の
聯
合
が
海
へ 

.ら
れ
、
：：同
時
に
地
土
に
於
..て
も
亦
、
其
神
を
通
し
て一

の
都
市
聯
合
が
考
へ
ら
れ
.て
ゐ
た
の
：で
あ
る
.0
.

シ

ュ

メ

ル

，
、、ハ
，ビ

ロ

ン

に

於

て

は

、

.各

都

市
.が
各
別
の.、主
神

を

有

し

、

之

が

主
^
し
^
天
體
又
は
天
象
と
關
係
し
.て
ゐ
た
。

.,.ぐ

t 

_

之
に
就
て
、
或
る
特
定
の
.都
.市
が

特

定

の

天

體

又

，は

天

象

を

限

0
て
自
己
の
屯
神
と
し
て
選
び
取
り
、
之
を
他
と
混
同
し
な
か
つ
た

の
は
何
故
で
あ
ら
ぅ
か
。
此
問
題
に
就
い
て
尙
、
.菩
人
は
遂
に
適
切
な
囘
答
に
接
し
.て
ゐ
な
’い
。

，

：

——

; 

.

:
■ 

- 

- 

- 

. 

,'i ■ 

,

シ
.ユ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成 

，

ニ

五

(

二一

六
五
：

>

l

E

s

v

a

.

r

t

f

s

r

^

i 

g
v
i
r
s
*

表
.

?

J

墨 

g

-
蜃 

t
t
4

.

g.
-
,
/
s:
客
.

系 

i

f-g
l:
;
hJ<
-
w
i
^
>

蛋

在
-



\
I

さ

I
I

シ
つ
ル
時
代
の
邨
沛
權
成 

ニ

六

(
1
1
1

六
六)

:
y
,
:
:^
”：t

.»
淡
^
镇

：>
• «
■
濯
 

1

1

」

油
か
あ

^

.記
錄
に
ょ
る
と
、
彼
尊
は
^
魂
崇
舜
を
有
し
、
.特
に
祖
先
崇
舜
が
之
に
强
く
結
合
し
.て
ゐ
た
。 

■
.

然
る
に
、
彼
尊
の
生
活
0
進
步
の
結
果
、
天
象
の
觀
察
は
益
.々
.精
透
-

v

な
り
、遂
に
彼
等
の
信
仰
の
中
に
そ
の
影
響
を
1
M-
及
ぼ
し
、、
 

屈
來
の
信
仰
の
上
に
、
新
た
な
る
天
體
崇
拜
が
結
合
さ
れ
、
灭
の
悠
遠
さ
が
遂
に
人
類
の
'靈
魂
の
上
に
洱
生
の
機
運
を
與
へ
、
更
に
永 

遠
の
.生
を
も
享
け
‘し
む
.る
と
.
'の
^
.解
に
ま
で
到
達
し
た
。
.
.
' 

,;

,'
-
,
;
:
:
,

都
布
に
_與
：.へ
：ら
：れ
*
る
：各

樣

の

：天

體

信

仰

的

關

聯

は

此

時

代

：
の

過

渡

的

檄

.«
を
^
重

：
.
9
 

信
仰
成
立
％
和
關
々
係
の
硏
究
が
寧
ろ
今
後
の
問
題
と
為
り
得
る
も
の
で
ぁ
ら
ぅ
0 
•

.
.̂

\

.
今
迄
は

*
統
治
形
態
と
遣
仰
形
態
と
の
相
關
々
係
を
見
.た
が
、
次
に
-統
治
形
.態
を
主
體
と
し
て
、
史
料
の
：不
坫
を
補
ふ
：た
め
に
、
先 

づ
神
靡
_
說
め
上
秦

$
麗

的

看

治

狀

;»
を
.求
：め
公
：次

：い
：で
：淹

沽

學

的

資

料

、

':歷
史

的

文

書

の±

:.
 

:
■

で
^
題
と
し
度
い
の
拭
、
';
,傅

說

上

祀

於

け

.
る

大

洪

水

以

後

の

第

J

壬
.朝
を

組

織

し

て

ゐ

る

に

拘

ら

ず

、
，
各

,^
別

な

都

市

の

人

間

で

あ
-0
た
事
だ
0
. 

.

.

. 

.-

.

ヾ

：

彼
等
は
、
王
朝
建
設
の
都
市
ゥ
’
ル
ク
市
に
對
し
て
全
然
別
な
都
市
-

-
都
市
單
位
で
い
ふ
な
ら
孩
等
は
.王
朝
'に
對
し
て
は
外
國
人
に
：
'

過
ぎ
な
‘い
の
に
、
如
何
な
る
理
甶
で
次
,
に
ウ
ル
ク
王
朝
の
王
位
を
繼
承
し
た
か
。
此
事
は
、
原
始
時
代
の
シ
ユ
メ
ルQ

)

王
位
繼
承
制 

度
:<
?
:し
：て
特

異..な
現
象

<?
:
.-?
>見
^
る
0 
: 

. 

^

,
:
;
ウ

ル

.ク̂
#
の
^ -
1

:31
^
;^
メ
ス
キ
エ

ン

ガ

シ
-
ル
王
.が

ウ

ルク
市
の
主
神e.anna 

(

ア

ン

ナ

神
神
殿)

の
最
高
神
官
た
る

e
n

で 

あ
り
、
同
時
に
主
喪
者
‘

l
u
g
a
l

で
あ
つ
た
。
此
第
一
王
は
王
と
は
ぃ
へ
ど
都
市
の
主
長
者
で
な
く
軍
な
る
ァ
ン
ナ
#
の
，
ェ

ン

で

ぁ

る

だ

け
で
、
ケ
ル
ク
市
は
未
だ
建
設
¥
れ
.て
ゐ
な
い
。
次
い
で
立
っ
た
第
二
王
ば
第1

王
の
兒
で*

H

ン
.
•
メ
ル
ヵ
ル
と
い
ひ
、
之
が
ウ
ル
ク 

市
の
建
設
奔
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
市
が
緒
設
さ
れ
な
い
前
に
ア
ン
ナ
神
の
神
殿
な
る
.も
の
，が
•旣
に
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
も
此
第1

、 

第
■
$

_は
：直
接
^
父
承
關
係
會
耖
る
.が
>̂
-
;
、

此

鴻>:
|

ゐ
る
.も
の
.
.で.あ
ら
.う
o 

;

一
.

’ 

'

然
る
に
‘、
第
三
王
以
下
は
、■
上
述
の
父
子
關
係
と
は
全
く
趣
き
を
興
に
す
る
。

第
三
茁
は
ル
ガ
ル
•
パ
ン
ダ
で
あ
る
？
パ
ン
ダ
と
は

,.小

^

し

と

い
ふ
字
と
同
じ
で
、
.や
は
り
浩
い
者
の
■意
味
だ
、
ラ
ガ
シ
王
朝
時
ft 

の
職
業
的
文
献
で
も
之
が
牧
羊
者
の
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
此
带
主
に
就
て
も
年
代
記
に
.は
特

に

&

牧
夫
と
い
ふ
職
業
を
附
記
し
て
ゐ 

る
か
ら
、
此
王
の
名
士
此
職
業
ど
は

特
殊
關
係
が
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
、

. 

h，'.
:

.
此
ル
ガ
ル
•
バ
ン
ダ
玉
は
他
の
傳
說
に
ょ
る
と
、.
.自
分
の
生
涯
の
運
命
^
記
し
た
土
版
が
一
一
ッ
ブ
ル
市
の
エ
.ン
，
リ

ル

刺

の

手

元

.
に

あ 

今
た
の
をZ

U

と
■

神

が

盜

み

出

し

寒

、
王

墨

の

智

f

f

取
返
へ
し
、
遂
に
帝
i

位
i

.
て

.
、

「

I

_
Q
H

 

ン
リ
.ル
神
た
S'
ル
ガ
ル
•バ
.
ン
ダH

L

&
P 
货

.S-
H
l

 s
h
a
.
k
u
l
l
a
b
.
k
i
d
i
s
i
r

 .lugal.ban.da 

4 呼

ば

れ

る

；，に

至
っ

た
.0
:

.
,此
傅
承
に
據
る
と
、
.玉

は

，
一
個
の
•メ
デ

シ
ン

•
マ
.ン
と
し
て
神
を
.驅
使

し

、
人

類

の

.運

命
^:
左
右
し
其
力
を

以
て
人
民
を
統
治
し
た 

の
^
。

,1
-
|
:
:
土
は
，ku
l
i
a
b
-
k
i

即
ち
ク
ラ
ブ
國
の
人

だ
と
い
ば
れ
たo

ク
ラ
ブ
の

原
稱
は
，z&

-
u
n
u
-
k
i

で「

ウ
ル
ク
市
と
同
種」

、
ウ
ル 

市

は

g
-.
^
i
,
k
i
.
で「

ウ
ル
ク

市
の
兄
弟」

、
皆
ウ
ル
ク

市
と
同
系
族
の
都
.市
で
.あ
っ
た
事
が
推
定
さ
れ
る
：
o ,

第

四

王

d
i
u
.
z
i
.

.は
普
通
■タ
ム
ム
、ズ
と
呼
，ば
れ
、「

若
.き
太
陽
神」

と
し
て
'の
名
で
、
大
洪
水
以
前
に
も
一
度
出
て
來
る
名 

-で
あ
し
。
此
太
陽
神
は
、
.ィ
シ
ュ
タ
ル
女
神
の
蒞
き
愛
八
で
*
女
神
が
初
め
自
ら
太
陽
^
を

殺

じ

た

の

へ

た
^

其
別
離
に
耐
ぇ
兼
ね
て
、 

旣
，に
冥
路
に
行
っ
た
愛
人
を
蘇
ら
せ
ん
と
地
獄
.

へ. ，

降
.り
"
七
っ
.の
洞
穴
の
門
を
通
過
•せ
ん
^
め
次
々
'に
寶
石
を
初
め
遂
に
下
着
ま
で
脫

シ
ュ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成 

- 

1
.
.
1
.

七

.

r

r

H

ハ
七
.

〕

、
.
.



シ
ュ
メ
ル
時
代
’の
都
市
權
成
.

t
『

A

2
'ニ
.六
：八)

. 

し
*
:
全
裸
と
な
つ
て
暗
黑
の
il
l

:

#に

行

き

、

地
_獄

办

女

神

P
H
U
t
u
、

に
懇
願
し
て
、
漸
く
タ <

 

ム
ズ
神
を
甦
生
さ
•せ
る
と
い
ふ
哀
艷
限 

り
な
き
神
話
の
生
人
公
で
あ
る
.0
年
代
記
に
據
石
と
タ
ム
ム
ズ
は
漁
士
で_ha--a 、

國
の
人
と
い
は
れ
る
。
.

h
a

み

と

は
.-
»
'
水

中

の

热

し

と 

い
ふ
意
味
で
、
.
•水
の
都
エ
リ
ド
市
?̂
別
名
だ
か
ら
、
タ
ム
入
ズ
は
此
市
の
神
で
も
あ
る
と
い
ふ
。

'
筋
五
王

.は
ギ
ル

’ガ
メ
ス
で
あ
る

o
,此
名
は
有
名
な
ギ
ル
ガ
メ
ス
英
雄

_
の
主
人
公
で
あ
.る
？
彼
の
父

»

loillab

市

の

g

で
あ
る 

と
、
#
代
記
に
#

に
記
し
て
あ
る
。
' 此
ク
ラ
.ブ
市
は
第
一
.
1ー王
.ル
ガ
ル•

パ
ン
ダ
の
出
身
地
と
同
じ
だ
が
、
，第
三
主
の
事
に
就
い
て
は
^

:

代
記
に
-
.は
怀
も
書
い
て
な
い
。

/
' 

-

,

-

 

.
ギ
ル
ガ
メ
‘ス
の
父
が
ク
ラ
ブ
國
の
主
長
啻
S 

"
で
あ
る
.か
ら
彼
自
身
も
亦
父
と
、同
.様
.ク
ラ
；

N

國
出
身
と
見
て
W
\'
の
で
あ
ら
ぅ
o
兎 

も
角
、
斯
槔
に
ウ
ル
ク
市
の
人
(i
l
lで
な
い
彼
が
ウ
ル
ダ
市
か
ち
選
ば
れ
て
ウ
ル
ク
：土
朝
の
帝
王
と
な
つ
た
が
-
後
に
ウ
ル
ク
市
^
と
 ̂

ひ
、
遂
に
は
ウ
ル
ク
市
の
女
神
ィ

シ

ュ
夕
ル
女
神
と
も
爭
ふ
に
至
り
、
.此
^
_
_が
ギ
ル
.ガ
：メ
ス
傅
說
の
骨
子
と
な
る
。
:■

ギ
ル
ガ
メ
ス
と
い
ふ
名
を
原
字
の
儘
讀
む
と
、gis-bu-ga.m

.̂h

と
な
る
。
之
を
何
故
ギ
ル
ガ
メ
ス
と
呼
ぶ
か
と
い
'ふ
と

、

ア
ッ
.
シ 

リ
ャ
時
代
の
文
献
に
は
oqi-il-ga-me-esh
と
あ
り
、
更
に
之
と
は
別
に
、
.ギ
.リ
シ
ャ
に
傅
へ
ら
れ
た
も
の
が
.あ
り
、
’そ
れ
は
ゾ
>
£
ャ 

n
u
s

の

de,natura a
n
i
m
a
H
u
m
,
x
i
I
,

 

1
2
.

に
出
で
、
そ
の
方
■の
名
は
y
Jr
^'
Qハ

i
な
つ
て
か
る
と
こ
ろ
か
ら
、
學
者
は
、
.：之
等 

に
據
つ
て
ギ
ル
ガ
メ
ス
と
讀
ん
で
ゐ
る
の
だ
。

，

.

尚
ギ
ル
ガ
メ
ス
と
い
ふ
名
は
、
シ
ュ
メ
ル
語
で「

齟
先j

の
琪
だ
o
此
名
の
意
味
か
ら
い
へ
ば
、
彼
は
人
類
の
第
一
祖
で
な
け
れ
ば
な 

ら

ぬ

菩

だ

が

さ

ぅ

は

な

つ

て

ゐ

‘
な

い

,0

ギ
リ
シ
ャg

傅
承
で
.は
ギ
ル
ガ
ス
：
ス
の
父
は
マ
ス
コ
口
ス
と
い
ひ
、
典
娘
が
對
手
2>
.不
明
^ !

兒 

を
姙
ん
だ
とi

ふ
の
で
、
.祖
父
が
其
兒
を
殺
す
•ベ
く
、
.赤
兒
の
ギ
ル
ガ
メ
ス
を
母
の
手
か
ら
餚
は
ん
と
：し
たc

そ
：.

e
で
母
^-
t
ル
ガ
メ 

ズ
を
城
ゅ
高
塔
0:
窓
か
ら
敗
り
出
す
と
\
意
外
に
^
鷲
が
黯
の
上
に
載
せ
.て
地
上
に
降
ろ
し
、
牧
ん
が
么
を
拾
.っ
て
育
で
>;
1
た
士
ぃ

ふ

.0
だ
。

. 

■
/ 

r 

: 

:
:
,
:
:

グ
ュ
メ
ル
_
說
だ
と-

ギ
ル
ガ
メ
ス
の
母
はn

i
n
-
s
u
n

で
父
は
太
陽
だ
と
い
^
。
此
傅
承
に
於
て
、
不
明
の
父
に
ょ
.つ
て
出
來
た
兒 

を
殺
す
と
い
^ .
の
拉
'
族
内
婚
か
ら
族
.
^
へ̂
'の
過
渡
期
杧
^-
て
、：

外
部
.か
ち
人
^
む
男
性
あ
致
れ
.や
^
と
，す

る

女

性

と

、

之

^
拒

否 

し
_や
ぅ
：と

す

：る

父

祖
©
叔

側

：と

の

反

撥

的

關

係

盯

屬

，
々

殘

る

糧

類

0
:傅
說
で
^
り
^
ギ
ル
^
ネ

ス

は
#
の
部
挨
'ゆ
^

し
か
^
父

(/
:
)
.
滅
族
を
爾
ら
ざ
名
'%
'€
>
:と
見
做
さ
.れ
、
新
§
:
る

男

条

臌

樹

立.
0機
會

を

造

：っ
^
ゐ
る
:,
^
の
^
ぁ
る
。
尙
之
と
共
に
注
意 

す
べ
き
は
、
此
ギ
ル
.ガ
メ
ス
办
前
の
王
で
あ
る
タ
ム
ム
ズ
も
亦
母
方
.の
名

糚

を

繼

い

：
で

ゐ

：る

事

だ

0
.'
-
:.

タ
ム
ム

ズ

神

の®:
'

は dingir :sur-̂

:s-
i
r
-
t
e

ゼ
呼
ば
れ
た
か
ら(

-.Nimniern, 

D
e
r

D4
身

I
dniscI^GOtt h

a
m
m
u
z
,

 

s
' 

13.) 

夕
ム
ム
.ズ
神
は
、
％
名

?:
-册
汝

(0
稱
呼
：に
受
け
てdiligir::#mu 

,
z
普

痒

：即

^

「

ッ
工
ル
ッ
'の
息
乎
神」

^
呼
ば
れ

,>
又

&
资

<
1
1
1
1
1
1
1
1
- 

zeirtu-ra-ge
「

ッ
ェ
；ル
ッ
ル
-«
>
,息
子

.神」

.ど
^
呼

ば

れ

た

办

，
だ

(

^
设
§
日
8
, Re!,: 

t
e;^
s
. 

3
2
-
3
>

是

等

は

何

れ%；
母

系

繼

承

の

，
片

麟

钇
 

示

し

て

ゐ.る
.
o但

し

、

：
歷

史

時

代

(6
:
.
:
文
献
の
多

<
は
男
系
的
記
錄

5:
:
:主友
し
て
：ゐ
る
事
麗
セ
あ
气
へ
ぃ

：

,
.

' 

,

' 

.

|六
、

V 
...

.
今
迄
記
し
.た
ゥ
ル
ク
主
朝
の
各
帝
王
を
見
る
と
、
第

一

王
メ
ス
キ
ン
ガ
シH-

ル
が
王
朝
の
®
礎
を
築
き
、
其
兒
干
ン
•
メ
ル
ヵ
ル
王 

が
初
め
て
ゥ
ル
ク
市
を
建
設
し
た
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
第
三
王
の
ハ
ル
ガ
パ
ル
‘
バ
ン
.グ
王
は
内
6

&
市
か
ら
、
次
の
タ
ム
ム
ズ
玉
はs

a
a

 

市
か
ら
、
更
に
第
五
1土
の
ギ
ル
ガ
メ
ス
王
は
€
{=
:

&
市
の
市
民
を
母
七
す
る
孤
兒
か
ら
出
て
ゐ. ：

る
。
し
か
も
第
五
王
ギ
ル
ガ
メ
ス
が 

ー
土
者
七
な;0
.た
動
機
は
"
ゥ
ル
グ
.市
.の
市
^
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
‘但
し
他
.推
擧
.の
制
度
は
人
民
投
票
の
如
き
形
式
で
な
く
、

ニ
ッ
•ブ
.，ル
市
の
.生
神
ェ
ン
*
リ
ル
神
の
神
託
と
し
て
.即
ち
神
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
と
い
，ふ
形
で
現
は
れ
て
ゐ
飞
。

.

、

:

ェ
ン
リ
ル
神
はU:

ッ
ブ
ル
市
の
神
で
あ
る
.に
拘
ら
.ず
1當
時
の
神
々
の
王
士
し
て
最
高
.ル
地
位
を
示
め
て
ゐ
た
事
が
之
で
も
判
る
が
、

メ
ル
時
代
の

都
市
權
成

1
1

九
.

C
l
U

六九

〕

I

I

P

■?
;
-.̂
;-
-:.
:.、-:
s
• 

,

*
r
?
y
^
*
^
y
*
^
y
i
^
y
-
-
^
^
:
;
f

^

*

^

^

、
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;
;
g*-
^
î
i5
,;
-=
-
-
.
-
^
«-
-
4
tg」

-
■
•
弓

-
"
-
'
.
?
-

*

要
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^
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.，シ

.子
メ
ぺ
ル
：
時
代
の
.
都

ポ

樯

成

 

：
l:~
o
.
'
' 

c

-

u

-b
o'
v 

.

當
時
の
帝
王
は
皆
此
二
ゾ
リ
ル
神
に
祈
願
し
て
選
ぼ
れ
た
る
王
と
し
て
の
位
地
を
得
た
い
と
腐
心
し
、
其
祈
願
文
の
遺
物
は
#:
か
ら
ず 

發

見

さ

れ

て

；
ゐ

る
:-
0

.. 

:

さ

て

牢

代.記
‘；に
於

け

る.ギ
ル
ガ
メ
ス
に
就
て
は
、
傅
衆
の」

に
次
.の
如
く
記
し
て
ゐ
る
''
?

,

.

/

.

、
-

shar-ru-tam.sha n
i
-
S
M
:
、
-

‘人

.
々

の

生

國

を

 

i

. 

i
-
s
h
i
-
i
m
k
l
,

 

.

.

.
汝
.に
授

く

'べ

き

命

運

を

與

ふ

.

.dingii ： e
n
-
m

 

、 

聖
エ
ン
備
リ
ル
ょ
り

::
. 

' 

.

.

.

• (B
,
s

 
ゾ
1
5
200
2
.
O
O
L 

632-33.poeble 

Vol, 

I
V
*
.
1
2
3

:?)

此
事
は
ギ
ル
ガ
メ
ス
傳
說
か
ら
見
て
、
同
族
國
た
る
ゥ
.ル
ク
市
の
國
難
に
.際
し
て
ギ
-ル
ガ
，
メ

ス

が

呼

ば
ft
る
.の
.
^f

改
す
.る
、？

;. 

古
代
國
家
に
於
け
る
、
部
族
々
.々
の
併
立
に
際
し
、
之
が
，聯
合
又
は
結
合
の
際
全
部
べ
0
統
率
者
t
嫛

_

は
V
#

塞
者
乾
が
一 

桐

£
比

讓

者

と

思

ふ

ぎ

の

：：を

推

擧

灭

樣

選

擧

0
形

式

を

採

つ

：
た

事

啟
、
&

 ̂

シ
ネ
メ
ル
古
代 

に
於
て
は
.、
‘人
民
自
ら
王
を
選
ぶ
と
.い
は
.な
い
で
、
'
#に
選
ば
れ
た
と
い
ふ
形
式
を
採
る
事
は
注
意
.に
値
す
る
o
.

/
 

- 

I 
セ

-

.

.
次
に

.
具

耀

的

な-̂
>
發

掘

逍

跡

並

に

逍

物

€>
.
上

か

ら«
市

構

成

並̂
統

治
±
の
.狀
_
§:
:
研

究

し

て

見

ょ

ぅ
0 

一
 

パ
ソ
贫
_

紀
''
^
葉

頃

如:̂
狳
.
に̂

：
行

：
は

れ

族

メ

.^
_

ク
^

靡̂

地

；
方.«
>
發

掘

調

蜜

：：
が

、

^
來
引
續
き
^

^
市
o '
遺
跳
に
及
び
«.
>>
-
ブ
ル
11
，

キ
シ
市
*
フ
ァ
ラ
、
ゥ
ル
市
、
T
ル
•兮
ぺ
ー
ド
、
ゥ
ル
ク
市
、
バ
ビ
口
ン
市
、
-ゥ
.ル
ク
市
、
テ
»
等
殆
ん
ど
其
重
要
地
點
を
次
々
に
調
奔 

し
て
來
て
ゐ
る
。

' 

、_ 

. 

’ 

\ 

'

;
•，
結

艰

、
特

に

最

近

ウ

ル

市

を

跡

る

四

哩

の

ア

ル

，

•
ウ

ベ

ー

ド.の
遗
跡
調
茶
；の
結
艰
、
其
土
地
を
.聚
落
_
成
の
た
め
に
喂
ん
.だ
|

州

狀
態
が
明
か
と
な
つ
た
9 

. 

• 

• 

• 

■ 

: 

. 

、

’ 

•
,'

先
づ
、
.河
水

に

ょ

っ

て

沈

殿

し

た

i

庇
土
が
、
河
岸
に
接
しv

漸
次
堆
稹
し
來
っ
た
時
、
典
所
に
出
來
た
小
丘
を
求
め
て
小
聚
落 

^

來
る

:°
其
罟
俅
形
武
袖
-'
河
捧

に

：豐

甯

の
»
を

編

ん

：
.で
厳
^
1>
;̂
そ

れ

：
に
：
泥
^ ;
_
謙

麼
;¥
_

が 

續
け
ズ
、
大
：き
な
半
_ 

形
の
筒
の
や
ぅ
な
形
に
造
り
、
そ
れ
に
木
の
戸
を
付
け
、
床
に
は
天
然
煉
瓦
.を
敷
い
、た
。

' 

;

^

.
:y
:ハ
頃
に
は
旣
に
家
畜
と
.し
て
の
牛
、
羊
、
山
羊
、
豚
等
が
居
た
。
裸
麥
が
作
ら
れ
、
そ
れ
を
粉
に
す
る
た
め
の
ひ
き
归
が
あ
り
、
又
魚 

漁
^
し

た

。

道

具

と

し

て

は

、干
：
と

し

て

石

器

で

、

•小
刀
、
打
刀
、
矢
の
极
が
あ
り
、
フ
9
ン
ト
又
は
黑
硅
石
が
此
材
料
と
し
'てn
1
力 

サ
，ス

地

方

又

は

北

方

地

帶

か

ら

輸

入

さ

れ

た

と

.認
め
ら
れ
る
。
金
屬
は
鲖
が
あ
っ
た
が
倚
稀
：で
孤
る
o
:
;
穀
物
を
刈
る
■鎌
：の
如
き
も
燒 

た
土
製
の
‘も
の
だ
。
骨
器
は
錐
、
，針
と
な
り
、
色
付
土
器
が
あ
り
、壺
、
皿
な
ど
に
.は
.刻
が

付

け

た

：線

狀

模

機

が

<>
け
ら
れ
た
。
附
近
の
.
 

泥
濘
她
帶
の
交
通
.に
は
丸
木
舟
が
使
用
さ
れ
た
。
衣
服
は
.羊
の
皮
や
、
.荒
い

織

物

を

着

用

し

：た

ら

し

い

。

\
.
'

'

'
:
.
:

死
體
は
屈
葬
で
死
後
の
虫
活
を
考
へ
、
食
物
、
.手
.廻
品
等
を
死
者
I
供
.へ
た
。
狀
等
め
.最
後
：の
#
に
於
て
を
'ネ
メ
ル
人
.が
入
れ
込
ん 

で
ゐ
た
。
然
し
共
後
非
常
な
る
大
洪
水
に
製
は
れ
.て
彼
等
の
坐
活
が
地
上
か
ら
一
掃
さ
れ
>
洪
水
以
後
は
シ
ュ
メ
ル
人
だ
け
の
世
界
と

な
っ
た
。

ハ
.

.

.
、
 

.

..、
，.

パ

 

' 
:

ノ 

. .

'
.

シ
ュ
メ
ル
人
の
世
界
士
な
っ
て
も
地
域
狀
態
に
は
大
莲
が
な
い
。
只
堆
樹
層
土
が
漸
次
擴
大
す
る
.と
共
：に
.、聚
落
'«
>
'廣
が
0
て
：行
<
、
 

其

交

通

は

道

路

を

禮

、

と

.天
然
の
永
路
を
利
用
す
る
の
と
は
寧
ろ
後
者
を
便
な
0
と
し
た
、
.後
に
堀
割
が
發
達
し
た
の
も
當
然
の
結
果 

，で

あ

り

、

又

例

期

的

，の

洪

水

を

防

ぐ

堤

防

は

何

時

か

し

ら

村

落

の

周

圍

を

衞

る

|

$
な
っ
觉
'ゐ
た
。
シV

メ
ル
人
の
團
體
は
次
.々
と
南 

方
河
ロ
近
く
に
移
住
し
て
新
ら
し
き
居
住
を
開
拓
し
、
水
邊
の
地
‘は
尚
靜
穩
で
あ
ク
大
？
大
河
に
流
れ
込
む
小
流
：は
灌
漑
0
.便
を
與
へ
、 

水
：邊Q.

草
|
は
家
密
を
養
ふ
に
充
分
で
あ
っ
.て
、
彼
等
は
滿
ち
足
り
た
迚
活
に
鼓
腹
し
發
展
1̂
た
。
.
：
：
.

シ
产
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成
.

.

.

.

一
.

i
n

.

.
a
n
:

七
.
I
V



:

シ
.ユ
.
^
.
ル
時
代
.の
.都
市
構
成
.
'
.
■ 

:
 

. 

r
.
i
j
l 

> 

. 

(

ニ
一 
七
.ニ) 

パ
破
等
に
不
足
し
た
も
の
は
1
/-
*母
年
起
.る
洪
水
.‘へ
の
對
抗
的
乎
段
の
た
れ
の
堅
固
な
る
建
築
材
料
と
道
具
と
な
る
材
料
で
あ
つ
た
。
彼 

等
.に
、
か
、
る
外
部
の
物
資
を
與
へ
た
の
は
、
勒
め
は
北
方
の
遊
牧
民
.で
あ
る
。
彼
等
は
遊
動
し
’つ
、
次
々
.の
：物

資

を

も_

ん
だ
。 

後
の
商
人
.'0
名

0.
|
-片
ぢ
は
遊
牧
圾
と
し
て
の
意
味
を
含
ん
で
ゐ
た
0
か
く
し
て
彼
等
の
間
に
外
部
と
の
接
觸
が
初
ま
つ
た
oが
然
し
：、

赴
等
の
•
事

姑其
紀
年
が
ど
の
邊
に
置
か
る
べ
き
も
の
か
は
自
分
に
は
未
だ
斷
定
が
付
か
な
い
。

.

：

ァ
ル
•
ゥ
ベ
1
ド
に
於
け
る
初
期
の
.填
墓
は
.大
體
西
紀
前
三
五
0
〇
年
代
と
い
'は
れ
る
。
然
し
此
時
は
旣
に
立
派
な
國
家
的
態
制
が 

盤
つ
て
ゐ
た
か
ら
"
此
苹
代
か
ら
は
直
に
原
始
シ
ュ
メ
ル
都
市
の
年
代
を
導
き
出
す
の
は
無
理
で
あ
る
。 

. 

.キ
シ
市
の
發
掘
か
ら
も
太
體
ゥ
ル
市
位
の
苹
代
が
考
へ
ら
れ
る
ク
.

，
 

. 

:
:■
:

. 

:

H

ン
•
.リ
ル
神
のU

ッ
ブ
ル
市
は
、
西
紀
前
ニ
七
〇
〇
年
代
の
.ァ
ガ
デ
王
朝
初
期
に
.は
ニ
ッ
プ
.ル
市
は
原
市
の
約
.五
倍
に
な
つ
て
ゐ 

た

.0
五
倍
に
膨
脹
す
る
の
に
ど
の
位
の
年
數
を
要
丨
た
も
.の
か
、
倚
確
か
に
判
明
し
な
い
。

.

ラ
^
ヴ
市(

テ
；
ロ
.

)

の
辩
»
の
'結
艰
で
は
^
西
紀
前

-
1叫
，0
〇

'{
-代
と
.い
：は
れ
る
グ
デ
ァ
王
の
述
て
た
神
殿
所
屬
の
穀
倉
を
發
見
し
た 

ノ
時
、
：其
她
下
杧
.於

紀

前

1
—*
'
汍
0
〇
年
代
0.
ゥ
'ル
‘
ー 

.
，
ナ 

:

の
：
倉

庫

を

發

姻

：し

て

；
ゐ

.る

.中
：
に.、'
:
.
更

.に
其
地
.下
21
:
;;
^
 ̂

年
代
不
明
の
.
*物
の
在
る
の
.：を
.發
見
し
一
た
6
:之
.に
は
記
錄
が
な
い
の 

.

.で
筇
代
が
確
定
：'し
：な

い

於

、
；ゥ

ル

、

$

ナ
0.
.倉

庫

の

建

：
て

方

：

<?
:
同 

.
 

南

方

へ1»
!
い

て

建

てX
あ
.る
.が
、
.
.
是
.は
恐

；
らく

'天
'體
の

'
運

行'(O
'
方
向
^
 ̂

•
11,

ナ
の
倉
庫
の
地 

.

下
建
造
物
も
恐
ぢ
ぐ
^
殿
所
屬
^
肆
て
：も
'の
^
考
べ
'
.ら：れ
、マ
'¥
代
も
亦
{
^
^
^

.

更
に
我
.々

破

一

目

_

s

r(D
都
市
を
有
す
る
o Langdoa.:

敎
授
が

 ̂

' 

〇
0
年
ば
は
火
災
0

め̂
に
消
滅
し
た
と
^
っ
=て
：ゐ
る
0
'.
:
:而
し
：て
.此
歡
市
：か
^
 ̂

一一
 

ッ
ブ
ル
市
^.
ェ
：シ
；リ
ル
#:
.の
名
等
が
出
，

て
‘ゐ

る

,°
此
那
市
の
推
定
咯
代
暴
り
な
い
と
す
れ
ば

>
«
文
書
に
名
が
現
は
れ
て
ゐ
る
エ
ン
•
”
ル

神

の

-
ッ
プ
ル
^

も
亦
そQ

時
に
立
派
：な
存
在
を
奪
し
て
ゐ
故
吹
作
ば
■な
ら
ぬ
事
と
な
寨
ー
々
.う
す
る
と
各
都
市
は
大
體
西
紀
贫
四
〇
©
0
年
-
更̂
に
遡
.
 

る
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
推
定
.も
.無
理
で
は
無
く
な
る
o 

•
:

-
A 

- 

.

ゥ
ル
虔
於
け
る
西
紀
前
三
邑

0
年
の
初
期
墳
墓
築
造
時
代
か
ら
、
一
一
.
一

〇

〇

苹

後

の

ゥ
ル
笫
一
王
: ^

成
立
時
代
ま
で
の
此
迤
跡
は
.

■ 

A 

• 

• 

.

.

.

.

- 

.

. 

• 

• 

•
 

. 

' . 

: 

.
 

- 

< 

■. 

.
 

.
 

:
.

.

.

當
時
の
異
狀
な
る
文
化
の
.
m

Mを
物
語
っ
て
ゐ
る
。
：
■

'
''
: 

、
 

-V::
'

:
:

.

第
一
..王
^
成
立
こ
^
ハメ

'.

ス：. ：•

ヵ
ラ
：̂
•
"ツ
グ
と
奢
名
あ
：̂
精
巧
を
^̂ ̂

の
假
髮
：

「

：其
他
數
々
.'の
^
金
敷
ロ
ロ
へ
シ」

フ•

ア
ド.

「

藝
蔡
故
其
四
郾
に
裝
擎
ル
た®
話
的
繪
櫞
様
"
4
猶
.：|

の
：_
術
的
赉
氣
0

1

か
う
し
た
も
の
が
そ
れ
を含i

響

や

.

.一
一
ン
•
ハ

七

サ

グ

女
神
®
殿
_

造

物

と

共

に

絕

大

な

名

問

題

を

提

出

し

て

ゐ

る

.:
0

て
；

.:

-.
.备
筆
の

遺

跡

遺

物

に

ょ

り、
' 直
に
當
勝

の
^

^

#る
富
力
、
へ
其

製

作

的

機

情

：
奠

に

是

：れ

等

.必
社
會
的
藤
礎
と
輸
^
ゐ
る
階
級
伟

度
、
•及
び
其
成
立
渦
程
と
發
股
過
程
等
々
。
-、
 

/
 

• 

 ̂

. 

’

卜
當
時
V
,
:氏
族
典
雷
は
■旣

操

體

し

，:#
敎
^

し
1
る
天

眞

拜

的

信

仰

が

螯

し

、
其
信
仰
を
中
心
と
し
て
、
神
ょ

A

.^
れ
.た
f

Q

.と
い
ふ
形
式Q

下
に
、

共
同
體
の
中
か 

ら
ー
集
圍
の
主
提
容
が
選
び
川
さ
れ
て
其
中
心
に
立
ち
ゝ
彼
は
神
の
代
表
容
と
兄
做
さ
れ
た
。

’

S
し
て
J

團
の
收
獲
物
の
餘
剩
は
；

t

殿
を
中
心
と
す
る
大
八
®

に
容
.れ
■其

繁

1
外
部
集
團
と
有
無
相
通
ず
る
方
法
を
採
？

ゐ
.
 

ヒ
。
然

I

•此
外
部
髮
通
は
摩
し
朱
和
裡
み
は
行
：

^
れ
得
な
か
っ
た
。
'
.で

る

時

、
彼
等
は
議
裝
力
を
以
て
他
の
堪
團

.
シ
ュ
メ
ル
時
代
の
都
市
構
成
 

一
5
 

C

一
二
七
三)
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.
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.
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シ
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メ
ル
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代
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. 

.
ニ

ー

四

C
U
1

七
S

を
襲
ひ
直
に
讲
爾
殿
所
屬
の
豐
倉
を
略
奪
し
、
.場
合
に
ょ0

て
は
其
子
女
を
も
略
取
し
た
。

西
紀
前
三
八
0
〇
年
のv

m
d
i
t

 N
a
s
r

文
書
の
中
が
ら
、
.當
時
女
の
奴
隸
が
存
在
し
た
事
を
知
り
得
るa

之
を
文
字
の
上
.か
ら

判
斷 

す
る
と
‘

是
等
:0
0
女
奴
|
|は

"
の
女」

と
-\
^
ふ
寤
味
で
あ
-0
、
何
所
か
山
地
帶
0
居
依
民
を
連
れ
て
來
た
も
0
、
如
く
で
あ
る
0

兩̂ 

河
她
|
に
居
'な
か
つ
た「

#

を「

山
め
妈」

と
呼
ん
で
之
を
所
有
し
た
が
-
馬
は
北
方
山
地
滞
の
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、.奴
雲
も
或
は 

同

.

1

地
方
或tf
そ
れ
と
共
通
の
地
帶
か
ら
で
も
連
れ
て
來
た
の
か
も
如
れ
な
い
。

.そ
れ
か
ふ
ゥ
ル
市
の
棻
に
於
け
る
五
十
餘
體
の
夠
死
若
は
、
無
理
に
議
し
た
形
跡
が
な
い
か
ら
、
決
し
て
敵
人
を
犠
牲
に
し
た 

も

^
で
な
く
、
.邋
ら
く
其
王

者

へ

の

忠

實

な

.る

家
^
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
且
づ
萣
等
と
共
.に
當
時
の
絢
觸
た
る
富
力
を
観
取
す
る
時
， 

从
時
代
に
は
明
か
に
帝
王
又
望
族
を
中
心
と
す
る
階
級
制
.
^
がg

.

に
成
立
し
て
ゐ
た
事
を
知
り
得
る
。

:
:/:
'
•彼
筹
聯
'そ
の
：擞
遨

:#
に
.神

殿

興

他

：
に
：
使

用

:^
て

為

石

各

稲

材

料

は

タ

馨

方
蚶
か
ら
來
た
も
の
も
あ
る
。
是
等
と
交
換
す
.る
た
め
に
は
多
く
の
物
，資
を
.要
す
る
し
、
之
を
略
楚
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
之
め
こ
は

多
く
の
武
ヵ
を
必
要
と
し
た
窖
で
、
.
何
れ
に
し
て
も
之
を
自
己
の
手
中
に
收
.め
得
る
と
い
ふ
事
そ
れ
自
身
.が
大
な
.る
勢
カ
0
把
持
者
た 

る
&

を
示
す
-0. 

- 

! 

.

逛

ら
く
此
時
代
は
、

舰
に
近
接
都
市
を
征
服
し
て
、
之
に
對

し
て
貢
納
制
度
^
課
し
て
居
た
で
あ
ら
ぅ.

o

然

ら

ざ

れ

ば

、

如

.何

に

し 

て
か
、
る

警

を

有

し

得

奈

を

考

へ

る

事

が

出

來

な

い

。
つ
此
貢
納
制
度
は
當
時Q

農

村

共

黒

Q

上

に

か

、

つ

マ

ゐ

た

で

あ

ら

.う 

0
-
V
,
.
、

V 

-■
■
■ 

■ ■

■:
:
•
-
.

 

.
■
.■:

■ 

. 

: ;■ 

- 

r
- 

, 

:
• 

■ 

.

.

. 

ノ
. 

- 

:
L
-

:■
'

:

-
■

.

■

-
 

- 

.
-
-

■/. 

. 

- 

• .
.
.
-
.
. 

.

.

.

.
更

に

此

時代
‘に

於

て

、
、’ゥ
ル
.王

朝

はI

f

と

.patesi、

Q

m
稱
號
を
並
用
し
て
t

o
此
事
は
&
:
.大
|

_

0
權
威
の
：增
殖
を 

語

つ

て

餘

り

ぁ
•る
。
然
し
我

.々
.は
此
ゥ
ル
王
朝
に
就
ぃ
て
尙
殆
ん
ど
多
く
_の
事
を
知
ら
な
ぃ
。
次
に
ラ
.ガ
シ
主
朝
の
歷
史

.こ
ょ
っ

0
、

惘
圍
0
都
市
に
於
け
る
王
者
的
地
位
の
變
遷
と
都
市
勢
カ
の
泡
長
を
簡
單
に
述
べ
.る
事
と
す
る
。

-

ラ
ガ
シ
國
王
が
他
の
都
市
を
征
服
し
.た
結
艰
、
他
の
都
市
の
.
p
pfl
r
s
iの
地
位
に
對
照
的
に
自
己
の
權
威
の
大
.を
乐
さ
ん
た
め
に
大 

パ
テ
シ
の
柳
號
を
以
て
し
た
裏
は
旣
に
記
し
た
が
、
彼
等
は
遂
に
他
の
パ
テ

シ

の地
.位
を
漉
し
.て
自
ら
其
祌
の
パ
テ
シ
た
る
事
を
呼
號 

し
た
。
か
\
る
例
は
画
紀
前
ニ
六
'0
〇
年
代
の
ウ
ル
ク
市
の
ル
ガ
ル
.ザ
ギ
シ
の
記
錄
に
も
あ
る
。 

、
 

:

萬
國
の
王
者
ハ
ウ
ル
.ク
の
王
者
*
ル
ガ
ル
•ザ
ギ
ジ
。
‘
.國
の

王

者

、
.
ア

ヌ

神

の

パ

デ
シ

。

二

ダ
バ
神
の
大
人(

ル
•
ア
プ)
..に
1>
て
.ウ 

ク
シ
の
兒
、
ウ
ム
マ
市
の
パ
テ
シ
云
々
■. 

:
:

と
あ
り
、
此
ウ
ル
グ
市
の
王
に
し
て
其
主
神
の
パ
テ
シ
が
自
.ら
典
被
征
服
都
市
た
る
ウ
ム
マ
市
の
バ
テ
シ
^
自
稱
し
た
も
の
で
あ
る
。 

此
事
實
が
同
時
代
の
ア
ガ
ド
國
の
サ
ル
ゴ
ン
王
の
記
錄
に
も
現
.は
れ
て
.居
り
、
其
誤
り
な
ら
ざ
.る
を
示
し
‘て
ゐ
る
。
一
即
ち
.

ウ
ル
ク
市
の
王
、
ル
ガ
ル
ザ
ギ
ジ
は
々
ム
マ
市
の
パ
テ
シ
な
り(poeble, ibid, v

o
L 

V
，
p
L

 

34).

と
あ
り
、
し
か
も
同
じ
記
錄
の
中
に「

タ
ル
ク
の
王
.ル
ガ
ル
•ザ
ギ
ジ
は
倒
さ
れ
た
り」

と
も
記
さ
れ
、
昨
日
の
征
服
者
が
今
日
の
被
征

服
者
と
な
り
し
有
爲
轉
變
を
見
せ
て
ゐ
る
。 

、

. 

,
 

ラ
ガ
シ
市
の
へ
ァ
ン
ナ
ツ
ム

一
世
王(

ウ
ル11,

ナ
王
の
孫
忙
し
てH

ン
.テ
メ
ナ
3£
の
父)

西
紀
前
ニ
九
〇
〇
年
代
の
記
錄
に
、
.:
:.
'
 

ラ
ガ
シ
市
の
パ
テ
シ
な
る
エ
ア
ン

•ナ
ツ
ム
の
た
め
に
、
彼
を
愛
せ
：る
ィ
土
ン
.一

1

女
神
は
、
ラ
ガ
シ
市
の
バ
テ
シ
の
權
に
キ
シ
市
の 

玉
潘
を
加
へ
し
む(Barton, 

T
h
e

 Hoyal 

Inscriptions 

33 

p.) 

- 

' 
.マ
 

と
あ
る
。
.
し
か
も
之
は
、H

ア
ン
•ナ
ツ5

が
元
來
ラ
ガ
シ
市
の
パ
テ
.シ
で
あ
る
.の
に
、
其
上
に
キ
シ
市
の
壬
權
を
尊
斷
し
た
の
で
あ
る 

が
、

そ

れ

を

キ

、ブ

市

の

主

女

神

で

あ

.る
ィ
一
一
ン
ニ
女
神
か
ら
神
託
を
受
け
た

と
い
ふ
ハ
古
い
樣
式
^-
踏
襲
し
た
も
の
：で
あ
る
。

次

に

此

，エ

_
ン
テ
メ
ナI

土
の
弟
で
、
伺
王
-(
0
後
琴
繼
い
だ
エ
ナ
ン.ナ
ツ
ム
王

.の
記
錄
を
擧
げ
る。

.

,
•'
. 

;
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■
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シ
ュ
メ
ル
時
代
の
都
谋
成
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< 

一
二
五
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一
ニ
七
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レ
ユ
メ
ル
時
代
の
娜
市
構
成 

. 

1
ニ

六

(

r
j七
六)

,■ギ
ル
ス

.市
の
家
、
ィn

ン
ナ
女
神
の
神
官
3
リ
，は

、

ギ

ル

ス

市

ょ

り

ゥ
.ム
マ
市
に
進
軍
を
な
じ
、
ィ
リ
•は
ゥ
ム
マ
市
の
、< 

テ
シ
た 

.

.
，
る

機
を
其
手
中
に
收
め
た
り

,

:
ン
ギ
ル
ス
神
の
境
^
掘
割
、‘51

ナ
女
神
の
境
界
堀
割
を
、U

ン
ギ
ル
ス
神
の
役
ん
プ
が
ギ
ル
ス
市
の
堤
防
ょ
り
チ
グ
リ
_
K河
史
で 

H

ン
リ
ル
.刷
、

エ
ン
キ
神
、

一
一
ン
，
ハ

ル

サ

グ

女
癖
の「

立
太
子
の
.深
淵
堀
割」

(

を

？
自
:̂
'

&
ぱ
|で
々

？

ン

ょ

り

暗

を«

ぅ
て
流

.4,;

し

む
。
':
'

' 

. 

■ 

V 

■ 

\ 

-
.
.
. 

- 

r

• 

.
-
.
•
• 

.

.

.

.

. 

• 

.

ラ
ガ
シ
市
-<
0
殼
物
は
、

一
グ
ル|

母
に
..三
六
〇
〇
係
に
！p

加
す
べ
し
o
ラ
ガ
、ソ
市
の
.パ
_テ
シ
な
る
A
ン
テ
メ
ナ
は
命
其
上
に
堀
割
を 

問
き
た
り
。
分
檐
者(gur-shu)

と
し
そ
留
め
た
る
彼
':
^
ィ
ル
。
ゥ
ム
マ
<£
>
バ
テ
シ
た
石
ィ
ル
は
土
地
、
耕
地
を
領
域
と
な
し
、
比 

•事

を

嚴

重

に

帘

齿

ず

云

々

S
 

^
0 .- 

と
、，
之
は
ラ
ガ
シ
.國
の
东
：.エ
，ン
；テ
.：メ
ナ
が
ヴ
ム
.
々
0
兔
攻
敝
し
た
時
に
、
每 

シ
，
钳

の

女

神

の

_
一

 

た
る
ィ
一
一
ン
：
女

神

の 

.
官

ィ

リ

を

ゥ̂
ヴ

市
(0
敎

主
^
し

で

分

駐.す
し
：め

、
へ

齒

域
.5
:
戚

刺

決

定_し
、
^
を
ゥ
ム
;'
:
,マ
^

.

斯
榇
1
し
て
、
；被
征
服
者
た
る
其
國
の
-
げ
.シ
ど

其

傲

、に
：所

謂

「

本
領
.安
堵
し
と
し
て
其〖

に
封
じ
た
場
合
と
、
.鉬
服
者
の
家
臣
を
派 

遺
し
て
新
に
之
-^
ハ
テ
シ
に
.任
^
た
場
合
>
-が
ぁ
つ
た
.譯
だ

：が
、

何.れ
に
.し

て

も

、
兹

に

^

々

事
を
示
し
て
ゐ
る
0
然
；し
是
等
.の
：論

究

は

別

な

機

會

、で
；な

け

れ

ぜ

之

を

盡

く

さ

れ

が

い

か

ら

今

は

省

略

し

て

^
に
當
時
の
：官

人

と

：其

任

.
 

務
に
就
か
て
少
b
ぐ
之
を
記
さ
ぅ
9

:

シ
¥ 
メ 

.ルに
‘於
け
る
十
14
代
の
國
家
は
神
政
で
あ
つ
た
か
ら
神
官
或
は
佾
侶
と
譯
す
る
も
の
と
役
人
方
ゅ
必
ず
し
も
別
な
も
の
で
ぬ
な

,
敗
‘に
.
P
し
た
や
ぅ
に
宗
敎
的
主
長
者
た
る
.パ
テ
シ
と
國
家
的
生
畏
苕
た
る
ル
ガ
ル
と
は
詳
細
に
い
へ
ば
違
ぅ
け
れ
ど
も
、
興
主
長
者 

の
地
位
に
立
？

國
说
を
統
制
_し
て
行
.つ
た
事
に
は
相
五
に
異
る
と
こ
ろ
が
よ
い
。
# s
つ

て

此

馨

の

下

に

あ

.つ

て

働

い

て

ぬ

た

も

の 

L

ハ
共
通
し
た
任
著
從
事
し
て
ゐ
た
の
も
亦
當
然
と
い
ふ
.べ
き
で
.ある。
只一方はが神の摩

-f
t
者
た
る
こ
と
を
^
よ
4 

m
大
な
任
務
と
し
た
バ
テ
シ
時
代
に
於
て
は
、
興
下
に
働
く
神
官
が
同
じ
く
主
長
者
の
意
に
蕺
い
て
國
務
に
從
事
し
た
と
い
0
:て

-:
1>
、
ー
 

結
^
は
神
.の
奉
仕
者
た
る
位
置
が
，よ
り
大
切
と
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

' 

-

 

.
例
へ
ば
ラ
ガ
シ
市
の
主
長
教
エ
ン
テ
メ
ナ
の
下
に
あ
つ
て
神
領
地
の
農
夫
を
統
率
し
て
ゐ
た
の
愈
矢
張一

個
の
碗
官
で
あ
る
.:
0
其《

目
.
 

名
をg

u
t
u
g

と
呼
び
灌
汕
の
役
を
同
る
も
の
で
あ
る
。
油
を
そ
、
ぐ
と
い
ふ
事
，は
西
方
ア
ジ
ア
は
勿
論
埃
及
に
も
あ
り
、遐
督
敎
に
も
傅 

承
^
れ
た
習
惯
で
あ
る
.0w

a
t
u
g

と
レ
ふ
0
は
一
方
で「

蘆」

を
も
指
し
、
M
は
シ
ュ
メ
ル
で

±̂
元
來
聚
物
.の
一

で

、
刷

殿

を

之

，で

'造
り
、
 

聖
具
も
亦
多
く
之
を
用
ゐ
た
.の
.だ
.が
“
此
M
の
管
も
亦
聖
油
を
灌
ぐ
炎
め
に
/|
]
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
埃
及
の
十
八
王
朝
時
代
の 

墓
の
浮
彫
に
此
灌
汕
の
圖
が
見
.え
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
.よ
る
と
僧
侶
が
細
長
い
瓶
か
ら
汕
を
管
で
採
つ
て
他
の
頭
上
に
振
り
か
け
る
と
こ 

ろ
を
表
は
し
て
ゐ
る
。

シ
k 
メ
ル
や
バ
ビ
，ロ
ン
其
他
で
も
同
樣
な
.^
態
で
や
.つ
.た
•事
が
、
そ
れ
等
の
關
係
用
語
か
ら
で
も
推
察
出
來
る
。

羊
を
持
ち
來
れ
り 

,
,
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マ
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等
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同
時
に
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 n
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:
:

你
楚
等
の
外
に
s

a-o
g

n

又

は

g
a

n
g

u

と
い
ふ
神
官
の

■

CD
:
*馨

證

»
量
:1
,
:
:
¥

一
.ま
淨

：タ

グ

官

等
-は

-
"
.ご.：：
；ン〉

：

.穀
物
倉
庫
'に

；：？.ン

...

階
級
が
あ
.-'
»

)

、
；之
は
恐
ら
く
普
通
の
神
官
ー
般
を
指
す
も
の
か
と
想
像
さ 

れ
‘る

が

J

.

I的
口

が

辑

人

又

は

，役

人

と

同

樣

に

市

^
か
ら
貴
納
を
收
受
.L
て
ゐ
た
。

エ.
ン
テ
メ
ナ
王
の
麗
の
一
節
に 

.
ぼs

a
i
-
s
a
n
g
g
e

 

.
.
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.

穀
物
を
、
サ
ン
ダ
神
官
等
は 

,

.
.erim 

!>a.,te-si-ka-ge 

バ
テ

シ

の

典

土

と

，

.

/ 

- 
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■ 

分

領

せ

り

• 

,

兹
に
出
て
ゐ
.る

A
は
典
士
X'
は
役
人
、
常
務
者
等
を
も
意
味
し
、
'彼
等
神
官
*
兵
士
役
人
等
が
相
共
に
國
家
の
役
人
と
し
て 

食
祿
を
食
ん
で
ゐ
た
蕻
が
之
で
證
明
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

• :
:
,

萌

邊

國

遺
.收
ス
_
.
:
1
碰
的
艽
^

.般
靡
業
と
封
國
及
麗

S

納
で
.あ
つ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
議
にQ

み
依
る
もQ

で
は
な
い
。.
ラ
ガ
シ
市Q

末
孛
ル
ヵ
ギ
ナ
の
％ 

錄
に
ょ
つ
て
見
て
も
、
農
民
以
外
.に
牧
畜
_

が
羊
毛
の
邓
込
時
に
な
る
と
.特
に
其
屯
か
ら
良
質
に
し
.て
曾

な
も

の

‘

を
撰
び
嘉

に

 

速
ん
で
其
所
で
羊
毛
を5

込

ん

で

納

付

す

る

。
：

X

ヵ

ギ
.ナ

王

は

彼

等

に

銀

五

、ン

ク

f

與
へ
た
と
記
し
て
.
る̂
が
.、
之
は
王
の
仁
政 

を
頌
し
た
記
錄
で
あ
る
か
ふ
だ
が
、
是
等
は
勿
論
買
入
れ
で
な
く
、
納
税
、の
方
诜
と
し
て
：平
常
.の
も
の
で
あ
.つ
.た
と
推
察
せ
ら
|
>る
0

牛
や
驢
馬
な
ど
：

tl

供
儘
着

せ

ら

れ

た

/0
.
-
. 

r 

:.

,:
>
: 
:
 

V
*
.
.
. 
;
•
:
:

.激
夫
か
ら
は
、
主
の
權
カ
に
よ
つ
て
開
鑿
し
た
堀
割
に
對
し
漁
業
權
を
許
し
て
特
許
料
と
し
て
の
納
税
を
收
受
し
た
、
養
魚
場
を
設 

置
し
た
事
は
古
く
初
代
の
ウ
ル
-
ナ
王(

ニ
九
0

0
年
代)

の
記
錄
に
見
え
て
ゐ
る
。
又
.ウ
.ル
カ
ギ
ナ
の
：法

令

に

魚

漁

O'
禁

令

が

出

て

.
ゐ 

る

(0
11
|
'种
か
ら
は
建
築
用
材
七
し
て
木
材
鑛
物
等
0.
納
付
.も
亦
多
か
つ
た
。
神
殿
の
女
神
へ
の
：供
御
と
'な
る

.べ

き

夥

し

き

畜

獸

、食
物
、 

牛
乳
等
が
納
办
ら
れ
，
ー
是
等
は
缉
と
し
セ
直
屬
の
牧
場
^
農
場
で
調
へ
ら
れ
^
® 

'
是

等

：の

外

に

玉

宫

附

认

爾

々

0;
建
物
亡
|

農
地
が 

ぁ

り

、
其

所

か

ら

も

稱

々

.な
：物

資

が

納#
さ
れ
：：て

ゐ

た

ゃ

是

等

0
.
:
國

家
0
收

入

と

其

多

ん

の
.'役
入

べ

：：
の
#

出

.其
時
代
の
經
濟
狀
態
を
t
り
よ
く
究
明
し
得
る
林
料
^
手
元
に
來
て
ゐ
る
が
、
.
そ
れ
等
に
就
て
は
又
別
に
詳
細
な
論
證
お
必
要
と
す
る 

か
ら
,
.次
'0
機

會

：に

讓

る

事

：と

す

る

0 

.

ン
 

.
：
■

.

:

'
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:

■.
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(

追
錄
>
::
'
'此
時
代
を
代
表
す
名
發
掘
文
書
は
、〗

兹
に
屬
5
利
用
さ
れ
た
帝
王
文
書
(0
外

^
、
：之
よ
り
、
よ
り
'

I

層
重
要
だ
と
思
は
れ 

る
の
は
當
時
.の
民
間
文
眷
：で
あ
る
。''
此
民
間
に
：於
て
作
製
さ
れ
た
文
書
は
、
主
と
し
て
斯
當
時
の
賣
賈
貸
借
上
/0
諸
契
約
書
で
、
之
が 

當
時
办
洙
廷
た
.る
神
殿
中
に
保
管
さ
れ
た
る
も
0
が
其
神
殿
を
發
掘
し
た
結
果
、
保
管
さ
れ
-た
文

書

の

多

<
:
も

亦

同

時

に

發

見

さ

れ

た

.

.古
ぎ
歷
史
學
が
、
帝

3£
の
統
治
的
歷
史
の
み

を
以
て
終
始
じ
て
ゐ
た
時
代
は
兎
も
角
、
社
會
史
的
な
硏
究
は
上
述
の
資
料
を
マ

ス
タ 

J
す

る

：事

が

寧

ろ

絕

體

时

な

必

要

事

で

、
社

#
の
上
部
鞲
造
も
1>
て
&:
政
.治
、
法
律
等
4
併
鳴
て
、
*'

な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
，ゐ
た
か
。
そ
し
て
實
際
社
會
が
如
何
な
.石
狀
態
に
於
て
.變
化
し
進
展
しV

、

次
の
態
制
へ
移
行
し
た
か
を
茲
か 

ら
.具
體
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
ぁ
ら
う
。

• 

/

、''
本
稿
で
觸
籍
だ
帝
庄
文
書0
ル
也
、#

間
旋
書
^
じ
^
_
>
:
:
麗

：：
芾
.七
-
 ̂

一

>.フ
ガ
シ
市
遺
跡
か
ら
發
掘
し
た
，も
の
、
.
.又
は
、

ー1
.ッ
ブ
ル
市
の
南
方
三
十
五
哩
程
の
シ

.ユ
ル
ハ
ク
市
の
遺
蹟
に
當
る
、

フ
ァ
ラ
か
ら
發 

.
シ
ュ
•メ
ル
.時
代
の
都
市
桃
成
‘ 
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九

C
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七
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そ
れ
等
の
文
書
の

f t
f t.
は
、.
多
く
'の
經
濟
的
關
係
文
書
ぞ
發
見

.
す
ざ
と
共
に
、
•
が
V 
.る
古
代
に
於
て
、

：：經

濟
上
：の
：各
湔
契
約
を
法
徘 

■
文
誊
*

'̂
で
：作
製
し
其
確
實
性
を
充
實
せ

1>.
め
得
た
當
時0 -
高
度
反
社
會
的
發
達
と
共
に
、
此
程
度
に
進
ん
：で
ゐ
た
市
^

一

 

般
の
經
濟 

的
地
位
と 
>
其
脈
に
：至
が
諸
過
程
，

並
に
斯
务
燦
然
た
る
艾
化
が
ク
輿
後
其
地
域
把
於
で
：突
然
ど
中

_

レ
^
^

地
方
に
.殆
ん
ど
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
終
.つ
た

た

“是
等
の
諸
點
こ
ぞ
.、
眞
に
.ブ
ジ

：
ア

讷

特

質

：と

し
<
重

襄
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る
.所
な
る
ー
と_
に
，、 

尙

他
0
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般

經

濟

史

歡

於

で.も

廳

分

考

察
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要
ど
中
る
も
の
で
あ
ら
ケ
0
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ふ

一

ア

市

0
遺
蹟
ば
%
獨
逸
0
;東
洋
協
會
が
デ
リ
ツ
チ
JC
.敎
歡
指
導
の
下
に
、
.一
九
0
ニ
年
に
初
め
.て
：發

掘

し

、

典

後
®
/
/行
は

れ
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土

品

：中
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^
獲

の

；部

分

ほ

、
多

く

ト

.僅

：
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«>

ぬ

め

ホ

犬

W

敎
授
の
，手
で
發
表
さ
れ
、
'ハ
尙
-*
九
：璧

.年
以
後
'フ
ィ
.ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
火
學
.の
ク
ラ
マ
ー
敎
贤
が
：土
珲
诨
政
府
0
許
可
を
得 

て
之
ぢ
調
茶
し
フ
又
フ
き
ル
チ
ユ
氏
の
手
で
因
錄
ル
發
乾
さ
れ
た
び
.
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シ
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跡
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見
の
文
書
に
は
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ラ

.
ガ

、ゾ
王
朝
宋
期
西
紀
ニ
七
〇
〇
华
代
の
ル
ガ
ル
ア
ン

.
ダ

：土
及
び
，ウ
'.ル
カ
ギ
ナ
王
並
に
北
ハ
后
妃 

シ
ャ
グ
.•
シ
ャ
グ
の.
宵
殿
關
係
往
復
文
書
が
あ
り
、
ハ
丨
ヴ
ァ

1 .
ド
大
學
の

ヒ

ユ
ー
ゼ
ー
敎
授
の
手
で
發
表
左
れ
た
。
：_

文
が
無
い
の 

.

で
其
謄
墩
に̂
0
^

井
#

の
腐«

し
# -
た
範
圍
で1:は
、
_

駿

所

屬
(0
;
物

資

輸

遂.:
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政
^

■
中
に
は
粘
土
版
の
.
.
兩
面
約一 :

一
.
十
撊
三
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四
百
行
に
及
ぶ
：長
文
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の.
も
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も
勘
な
か
ら
ず
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國
し
或
は
'「

持
^

る
國」

の
，1
^.
ま
セ
引
^
げ
た
も
.の
で
あ
り
、へ1

0
又
4
^

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
た
，。_英
•
张

•蘇
の
諸
列
國
に
狃
し
て
伊
太
利
が

「

滿
足
國
し
と
し
て
の. *
力
を
'有
ず
る
か
否
か
比
此
の
特' 

殊
語
の
持
，つ
意
義
の

解
！
：

如
何
に
ょ
り
自
ら
異
る
所
で
あ
り
、一
M
に
又
一
定
の
實
證
的
分
析
を
俟
つ'て
始
め
.て
明
ら
か
と
な
る
所
，で
あ' 

る
？
然
b
東
も
角
l

fe
於
け
ふ
画
際
情
勢
吃
變
障
帀
に
於
丈_
太
利
が
日
本
或
は
獨
逸̂
共

匕

有

カ

：舐
る
.現
狀
打
破
派
0
.
:
ブ 

て
換
言
す
れ
ば
新
興
勢
力
の
一
と
し
て
活
潑
に
活
動
し
來
り
、

.又
し
つ
.、
あ

る

事

は

否

记

し

得

ざ

る

事

實

で

あ

る

;0
然

か

も

世

界

大

戰 

を
通
じ
又
大
戰
後
に
於
て
典
の
關
係
し
た

1

切
の
國
際
的
問
題
に
際
し
常.に
事
志
と
反
し
戰
勝
國0
1
:で
あ
が
乍
_

遇

.
の

地

侦

に

險 

れ
ら
れ
た
同
國.が
フ
ァ
シ
ズ
‘ト
の
擡
頭
と
共'に
漸
次
カ
强
い
囘
復
の
麥
を
進
め
遂
に
今
日
斯
か
る
一
勢
カ
を
築
ぐ
へ
に
茧
る
«
は
對
內 

的
又
對
外
的
に
誠
に
苗
離
：の.途
で
.あ
つ
た
と
沄
は
扠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
’從

つ

，て
木
詹
に
依
り
一
九
一

.四
！

三
七
年
にM

る
期
間
に 

就
い
て
後
#
即
ち
妍
太
利
の
對
外
政
策
の
變
遷
の..跡
を
顧
る
事
は
頗
る
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
。
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即
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